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FOMA® N702iD 
データ 通信 マニユ アル 


本マニュアルでは 、 FOMA N 702のでデータ通信をする際に必要 
な事項についての説明をはじめ、 CD - ROM 内の「 N 7日2の通信設 
定ファイル」 「 F 日 MA PC 設定ソフト」のインス!-ール方法などを 
説明しています。 




g 次 

本 FOMA 端末か! 5 利用できるデータ通信について 

ご使用になる前に . 

手順を確認する . 

パソコンの設定をする . 

FOMA PC 設定ソフトについて ...... 

各種設定の方法 . 

設定した通信を実行する . 

W - TCP の設定 . 

接続先 （ APN ) の設定 . 

ダイヤルアップネットワークの設定 

ダイヤルアップの設定を行ラ . 

AT コマンドー覧 . 


Windows XP の操作手順について 

本マニュアルでは 、 Windows XP Service Pack 2に対応した内容となっ 
ております。お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合び 
あります。 
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本阳 MA 端末か 5 利用できるデ-夕通信口いて 

I パケット通信と 64 K データ通信 

本 FOMA 端末とパソコンを接続して利用でさる 
データ通信は、パケット通信と目 4 K データ通信 
に分類されます。 

参パケット通信 

受信最大 384 l < bps 、 送信最大 64 kbps の通 
信速度でデータを送受信します。パケット通 
信は通信時間や距離に関係なく、送受信され 
たデータ量に応じて課金されます。データ量 
の大さいファイルの送受信を行った場合、通 
信料金び高額になりますのでご注意くださ 
し、 FOMA ネットワークに接続された企業内 
LAN にアクセスし、データの送受信を行ラこ 
とをでさます。 

参目 4 K データ通信 

目 4 kbps の安定した通信速度でデータを送受 
信することびでさます。データ量に関係なく、 
接続された時間に応じて課金されます。 

■パケット通信をずるには 

パケット通信は FOMA US 己接続ケーブル（別売) 
を使ってパソコンと接続したり、専用ケーブルで 
PDA と接続することにより通信を行います。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera 
U 」 や 「 m 叩 era 」 など、 F 日 MA パケット通信に 
対応したアクセスポイントをご利用ください。 



■ 64 K データ通信をずるには 

64 K データ通信は 、 FOMA US 目接続ケーブ 
ルを使ってパソコンと接続したり、専用ケー 
ブルで PDA と接続することにより通信を行 
います。 

ドコモのインターネット接続サービス 
fmopera U 」 や 「 mopera 」 など 、 FOMA 64 K 
データ通信に対応したアクセスポイントをご 
利用 < ださい。 


3 mopera U や mope 旧など 、 FOMA 
I 日4だ-夕通信対応アクセスポイント 


目4だ一夕通信 




ISDN 離お 4 K 
アクセスポイント 
(インタ-ネットサ-ビスプ□バイダなど） 


相 0 MA 端末 
FOMA USB 接続ケーブル 


I ご利用にあたっての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

インターネットを利用する場合は、ご利用になるイ 
ンターネットサービスプ□バイダに対する利用料 
び必要となる場合びあります。この利用料は、 
FOMA サービスの利用料とは別に直接インター 
ネ ッ トサービスプ□バイダにお支払いいたださま 
す。利用料の詳しい内容については、ご利用のイン 
ターネットサービスプ□バイダにお問い合わせく 
ださい。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera 
UJ または 「 mopera 」 をご利用いただけます。 
「 m 日 peraU 」 をご利用いただく場合は、お申し込 
みび必要（有料）となります。 「 mopera 」 をご利 
用いただく場合は、お申し込み手続さ不要、月額使 
用料無料です。 


接続巧（インタ-ネジトサ-ビスプ DA イダなど）の關口いて 

パケット通信と目 4 K データ通信では接続先び異な 
ります。パケット通信を行うときはパケット通信対 
応の接続先、目 4 K データ通信を行ラとさは 
FOMA 日 4 K データ通信、またはに DN 同期日 4 K 対 
応の接続先をご利用 < ださい。 

- DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

. 円 AFS などの PHS 目 4 K /32 K データ通信のアク 
セスポイントには接続でをません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証について 

接続先によっては、接続時にユーヴ認証 （ ID とパス 
ワード）び必要な場合びあります。その場合は、通 
信ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でのと 
パスワードを入力して接続してください。 ID とパ 
スワードは接続先のインターネットサービスプロ 
バイダまたは接続先のネットワーク管理者から付 
与されます。詳しい内容については、インターネッ 
トサービスプ□バイダまたは接続先のネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 

ノ（ソコンのブラウヴで FirstPass 対応サイトを利用す 
る時のアクセス認証では円 rstPass (ユーヴ証明書） 
び必要です。 CD - ROM から FirstPass PC ソフトを 
インストールし、設定を行ってください。詳しくは 
CD - ROM 内の 「FirstPass PC Soft 」 フオルダ内の 
「 Fi 旧 tPassManual 」（ PDF 形式）をご覧ください。 
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ご使用になる前に 


手順を確認ずる 


I 動作環境について_ 

データ通信を利用するためのパソコンの動作環 
境は於下のとおりです。 


項目 

説明 

パソコン本体 

. PC - AT 互換機で CD - ROM ド 
ライブび使用できる機器 
- USB ポート (Universal Serial 
Bus Specification Rev 1.1 
準拠） 

-ディスプレイ解像度日 00 X 
日00ドット 、 High Color 
(6 已，53日色）け上を推奨 

0 S 

- Windows 98 《 ] 、 Windows 
Me、Windows 2000、 
Windows XP (各日本語版） 

必要メモ1」 

- Windows 98 、 Windows 
Me : 32 M バイトけ上※ 2 
- Windows 2000 : 64 MA ' 
イトけ上‘^2 

- Windows XP : 128 M バイ 
卜け 上^ 2 

八ードディスク容量 

-已 M バイトけ上の空さ容量’^2 


:円 rstPass PC ソフトは 、 Windows 98に巧応し 
ておりません （Windows 98 SE には対応してお 
ります)。 

《2 :必要メモ U •八ードディスク容量は、パソコンのシ 
ステム構成によって異なることびあります。 


おし6せ 


参本 FOMAS 品末をド]モの PDArmusea 」 や 「 si 旨 marion 
n 」 と接続してデータ通信を斤う 場合、 rmusea 」 や 
「 si 邑 marion n 」 をアップデートしてご利用ください。 
アップデートのち法などの詳細については、ドコモの 
ホームページをご覧ください。 

•本 FOMA 端末は 、 Remote Wakeup には対応してい 
ません。 

参本 FOMA 端末は、 FAX 通信には対応していません。 


I 必要な機器 

本 FOMA 端末とパソコン於外に！;(下の八ード 
ウェア、ソフトウェアを使います。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

- CD - ROM「FOMA N 702の用 CD - ROM 」 


おし6せ 


参 USB ヶースレは専用の 「FOMA USB 接続ヶーブル」 
をお買い求めください。パソコン用の USB ケーブル 
はコネクタ部の形状び異なるため使用でさません。 


データ通信ではダイヤルアップ接続によつ 
て、 FOMA データ通信に対応したインターネッ 
トサービスプ□ノ（イダや LAN に接続できます。 


■「FOMA N 702 iD 用 CD-ROM」 について 

♦ N 702の通信設定ファイル（ドライバ )、 FOMA 
PC 設定ソフト、円 rstPass PC ソフトび入って 
います。 

♦ N 702の通信設定ファイルとは、本 FOMA 端末 
とパソコンを FOMA USB 接続ケーブル（別売） 
で接続して、パケット通信、日 4 K データ通信や 
データ転送 ( OBEX ) を行ラとさに必要なソフ 
トウエア（ドライバ）です。 N 702の通信設定 
ファイルをインストールすることで 、 Windows 
に各ドライバび組み込まれます。 

FOMA PC 設定ソフトを使ラと、パケット通 
信、日 4 K データ通信の設定やダイヤルアップ作 
成を簡単に行ラことびでさます。 


1設定完了までの流れ 

パケット通信および 64K データ通信を利用する 
場合の準備について説明します。 


f パソコンとの接続 / N 702 iD 通信設定 
ファイル（ドライバ）のインス!ール 


•パソコンと本 FOMA 端末を FOMA USB 接続ケーブル 
烟 J 売)で接続します。一 P .4 
- N 702 iD 通信設定ファイルをインストールします。 



く FOMA PC 設定ソフトを使って く FOMA PC 設定ソフトを 

接続先の設定をする場合> 使わない場合> 



'FOMA PC 設定ソフトの^ 
インス!-ール 

- FOMA PC 設定ソフトを使えるよう 
にします 。 「FOMA PC 設定ソフトを 
インストールする」一 P .8 _ 


くパケット通信を く 64K デ-夕通信 

する場合〉 をする場合〉 






C 接続と切断 ^ 

f 接続と切断^ 

•接続します。 一 P. 14 
^^切断します。ード.1日 J 

•接続します。 一 P.29 
^切断します。 一 P.30j 
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《 1 : FOMA 端末とパソコンを接続してインターネットをするに 
は、ブ□ー ドバンド接続や国際□ーミング（本 FOMA 端末 
では非対応）等に対応した 「 mope 旧 U 」 （お申し込み必要） 
び便利です。使用した月だけ月額使用料びかかるプランも 
あります。また、お申し込みび不要で今すぐインターネッ 
卜に接続でさる 「 mopera 」 ちご利用いただけます。 
詳しくはドコモのホームページをご覧ください。 


I USB モード設定を r 通信モード J にする 

外部接続端子をパケット通信、目 4K データ通信 
によるデータ転送に使ラ準備をします。 

0 回 ► ^ ► r か部接続 J 
@ rusB モード設定 J ► r 通信モード J 


I 取りかし方法_ 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）の取り外し 
ち法について説明します。 



0 パソコンの USB 端子か6 FOMA 
USB 接続ケーブルを引を巧く 


I 取り付け方法_ 

FOMA US 巨接続ケーブル（別売）の取り付け 
方法について説明します。 

♦取り付ける前に、 「 USB モード設定」を「通信 
モード」に設定してください。一 P .4 



0 FOMA USB 接続ヶーブルのか部 
接続コネクタのリリースボタンを巧 
しなが6、まっすぐ引を巧く 

@ 本 FOMA 端末のか部接続端子の端 
子キャップを閉じる 


おしらせ 


参 FOMA USB 接続ケーブルの取り付け-取り外しを連 
続して行うと、本 F 0 MA 端末びパソ]ンに正しく認識 
でをなくなることびありますので間隔をおいて行つ 
てください。 

参通信の切断-誤動作-データ消失の原因となるため、 
データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルの取り外し 
は行わないでください。 


0 本 FOMA 端末のか部接続端子の端 
モキヤップを開ける 

@ 本 FOMA 端末の巧都接続端子の向ま 
を確認して 、 FOMA USB 接続ケー 
ブルのか部接続コネクタをまつずぐ 
r カチッ J と音がするまで是し込む 

@ FOMA USB 接続クーブルの USB 〕 
ネクタを、パソコンの USB 端子に接 
続する 

FOMA USB 接続ケーブルを接続すると本 
FOMA 端末の「3」び「到」に変わります。 


おし6せ 


•本 FOMA 端末に表示される「理]」は、 N 702 D 通 
信設定ファイルのインス!-ールを斤い、パソコンとの 
接続び認識されたとさに表示されます。通信設定ファ 
イルのインス I ル前には、パソコンとの接続び認識 
されず、「§1」び表示されたままになります。 


パソコンの設定をする 

ここでは、パソコンとの接続か！5、N7日2の通 
信設定ファイル（ドライバ）をインストールす 
るまでの手順を説明します。 

I 本 FOMA 端末とパソコンを接続する_ 

0 FOMA USB 接続ケーブル（別売) 
をパソコンの USB 端子に接続ずる 

を Windows を起動して 、 [FOMA 
N 702 iD 用 CD - ROMJ をパソコン 
にセツトする 
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@1 ■終了 J をクリックして 、 FFOMA 
N 702 iD ご利用にあたって J 画面 
を終了させる 

この画面は 、 「FOMA N 702 iD 用 CD - ROM 」 をノ（ 
ソコンにセットすると自動的に表示されます。表 
示されない場合は、そのまま操作己へ進みます。 

N 702の通信設定ファイルのインス I -ール中にこ 
の画面び表示された場合ち「終了」をク U ックし 
ます。 



0 r 終了 J をクリックして、 r お sa い合 
わせ巧 J 画面を終了させる 

@ 本 FOMA 端末の電源を入れて、パ 
ソコンと接続した FOMA USB 接 
続ケーブルを本 FOMA 端末に接続 
する 

Windows 日8 、 Windows Me の場合 

惭しい八ードウエアの追加ウィヴード」画面 
び表示される 

Windows 2000 、 Windows XP の場合 

r 新しい八ードウエアの検出ウィヴード」画面 
び表示される 

I N 702 iD 通信設定ファイル（ドライバ） 
をインストールする 

• Windows 2000または Windows XP で N 702の 
通信設定ファイルのインストールを行ラ場合は、 
必ずノ（ソコンの管理者権限を持ったユーヴアカウ 
ントで行ってください。それ！; I 外のアカウントで 
インストールを行ラとエラーとなります。パソコ 
ンの管理者権限の設定操作については、をパソコ 
ンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合わせくだ 
さい。 

♦ N 702の通信設定ファイルのインス I -ール手順 
は、 0 S によって異なります。ご利用になるパソ 
コンの 0 S に合った説明を参照してください。 
Windows 98 、 Windows Me の場合は下記を 
参照してください。 

Windows 2000 、 Windows XP の場合は P . 日 
へ進みます。 


• Windows 98 /Windows Me の場合 

A 本 FOMA 端末に FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）を接続ずる 

r 本 FOMA 端末とパソコンを接続する」 （ P .4) の 
操作已で FOMA US 目接続ケーブルを本 FOMA 端 
末に接続すると、自動的に r 新しい八ードウエア 
の追加ウィヴード」の画面び表示されます。 

Windows 98の場合 

「次へ」をク U ックする 

@ r ドライバの場所を指定する(詳しい 
知識のある方向け) J を選択し、 r 巧 
へ J をクリックずる 

Windows 日8の場合 

「使用中のデバイスに最適なドライバを検索す 
る（推奨)」を選択し、「次へ」をク U ックする 



@ r 使用中のデバイスに最適なドライ 
パを検索する（推奨) J を選択し、 r 巧 
索場所の指定 J をチェックし、 r 参 
照 J をクリックして検索ずるフォル 
ダを指定し、 r 次へ J をクリックする 

フオルダは、「く CD - ROM ドライブ名> : ¥ US 目 
Driver ¥ Win 98」 を指定します。 

CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによつ 
て異なります。 

Windows 98の場合 

「検索場所の指定」をチェックしてフォルダ 
を指定し「次へ」をク U ックする 
「更新されたドライバ（推奨）」を選択し、「次 
へ」をク U ックする 

0 ドライバ名を確認し、 r 次へ J をク 
■ J ックずる 

ここでは 「FOMA N 702 iD 」 と表示されます。 

@ r 新しい八ードウエアのインス I 
ルが完了しました。 J と表示された 
6、 r 完了 J をクリックする 

Windows 日8の場合 

「新しい八ードウェアデバイスに必要なソフト 
ウェアびインス!ルされました。」と表示さ 
れます。 
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@ ほかのドライバちインストールずる 

引さ続さ、操作]〜已を参考にして、残りの日つ 
のドライバ ( P .7) をすベてインストールします。 
操作己の終了後、「新しい八ードウエアの追加ウィ 
ヴード」画面び出なくなれば、ドライバのインス 
トールは終了です。「インストールしたドライバを 
確認する」 （ P .7) に進みます。 

• Windows 2000の場合 


A 本 FOMA 端末に FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）を接続ずる 

「本 FOMA 端ホとパソコンを接続する」 （ P .4) の 
操作已で FOMA US 目接続ケーブルを本 FOMA 端 
末に接続すると、自動的に次の画面び表示されま 
す。 



gir 次へ J をクリックずる 

@ r デバイスに最適なドライバを巧索 
ずる（推奨) J を選択し、 r 次へ J を 
ク y ックずる 

場所を指定 J をチェックして r 次 
へ J をクリックする 

@ 巧索するフォルダを指定し 、 roKj 
をク U ックずる 

フオルダは、「く CD - ROM ドライブ名> : ¥ US 目 
Drive が Win 2000」を指定します。 

CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによつ 
て異なります。 

@ ドライバ名を確認し、 r 次へ J をク 
y ックする 

ここでは 「FOMA N 702 iD 」 と表示されます。 

0 r 新しい八ードウェアの巧索ウィ 
ザードの完了 J と表示された6、 r 完 
了 J をク IJ ックずる 

@ ほかのドライバちインストールずる 

引さ続さ、操作]〜7を参考にして、残りの3つの 
ドライバ ( P .7) をすベてインストールします。 
操作7の終了後、「新しい八ードウェアの検出ウィ 
ヴード」画面び出なくなれば、ドライバのインス 
トールは終了です。「インストールしたドライバを 
確認する」 （ P .7) に進みます。 


• Windows XP の場合 


0 本 FOMA 端末に FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）を接続ずる 

r 本 FOMA 端末とパソコンを接続する」 （ P .4) の 
操作已で FOMA US 目接続ケーブルを本 FOMA 端 
末に接続すると、自動的に次の画面び表示されま 
す。 



を r いいえ、今回は接続しません J を選 
択し、 r 次へ J をクリックずる 

@ r— 覽または特定の場所か 6 インス 
卜ールずる（詳細) J を選択し、 r 次 
へ J をクリックずる 



0 r 次の場所で最適のドライバを巧索 
する J を選択し、 r リムーバブルメ 
ディア（フ□ッピ ー 、 CD - ROM な 
ど）を巧索 J のチェックをかし、 r 次 
の場所を含める J をチェックして巧 
索ずるフォルダを指定し、 r 次へ J を 
ク u ックする 

フォルダは r く CD - ROM ドライブ名>: ¥ US 目 
Driver ¥ Win 2000」を指定します。 

CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによつ 
て異なります。この画面では CD - ROM ドライブ名 
びに」です。 

ドライバは Windows 2000と共通です。 
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@ r 新しい八ードウェアの巧索ウィ 
ザードの完了 J と表示された6、 r 完 
了 J をク y ックする 

@ ほかのドライバちインストールする 

引さ続さ、操作]〜已を参考にして、残りの3つ 
のドライバ （ P .7) をすベてインストールします。 
操作己の終了後、「新しい八ードウェアの検出ウィ 
ヴード」画面び出なくなればドライバのインス 
トールは終了です。 

すべてのドライバのインス I -ールび完了すると、 
タスクバーのインジケータから「新しい八ード 
ウェアびインス!-ールされ、使用準備びでさまし 
た。」といラメッセージび数秒間表示されます。「イ 
ンス I ルしたドライバを確認する」 ( P .7) に進 
みます。 

I インストールしたドライバをお認する 

N702iD 通信設定ファイルが正しくインスI-一 
ルされていることを確認します。 

0 Windows のコント□—ルパネルを 
開< 

Windows 日 8、 Windows Me、Windows 2000 
の島合 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパネ 
ル」を選択 

Windows XP の 場合 

「スタート」一「コント□ールパネル」を選択 

を コント□—ルパネル巧の r システム J 
を開< 

Windows Me の 場合 

コント□-ルパネルに「システム」アイコンび 
表示されないとさは r すべてのコント□ールパ 
ネルのオプションを表示する」をク U ックする 

Windows XP の 場合 

「パフオーマンスとメンテナンス」から「シス 
テム」アイコンをク I 」ックする 

@ デパイスマネージャを開< 

Windows 日 8、 Windows Me の 場合 

「デバイスマネージャ」タブをク U ックする 

Windows 2000、 Windows XP の 場合 

「八ードウェア」タブをク U ックし、「デバイス 
マネージャ」をク IJ ックする 


0 各デバイスをクリックしてインス 
卜ールされたドライパ名を確認する 

「ポートに01\/1と1_ドで」、「ユニバーサルシリア 
ルバスコント□ーラ」、「モデム」の下にすベての 
ドライバ名び表示されていることを確認します。 
ドライバ名を確認したら 、 「FOMA PC 設定ソフト 
について」 （ P .8) へ進みます。 



デバイス名 

ドライバ名 

ポートに 0 M と LPT ) 

- FOMA N 702の Command 
Port 

- FOMA N 702 iD OBEX Port 

モデム 

- FOMA N 702 iD 

ユニバーサルシ U アル 
バスコント□-ラ、ま 
たは USB 

(Universal Serial Bus ) 

コント□-ラ 

- FOMA N 702 iD 
- FOMA N 702 iD 

Command ] 

- FOMA N 702 iD Modem^i 
- FOMA N 702 iD 0 BEX 《1 


《1 : Windows 9日/ Me のみ 


おし5せ 


参上記の確認を斤った際、すべてのドライバ名び表示さ 
れない場合や、間違って違ラ 0 S 用の通信設定ファイ 
ルをインス!-ールした場合は、アンインス!-ール 
( P .7) の手順に従って N 702 iD 通信設定ファイルを 
削除してから、再度インス!-ールしてください。 


N 702 iD 通信設定ファイルをアンイン 
ストールする 


ドライバのアンインストールが必要な場合 
(Windows をバージョンアップした場合など） 
は、於下の手順で行ってください。ここでは 
Windows XP を例にしてアンインストールを 
説明します。 

• 本 FOMA 端末を接続してし、る状態で「プ□グラムの追 
加と削除」を実行した場合は、本 FOMA 端末び接 
続されているといラメッセージび表示され、アン 
インストールを実行でさません。 

• Windows 2000または Windows XP で N 702 iD 通 
信設定ファイルのアンインストールを行ラ場合は、必 
ずパソコンの管理者権限を持ったユーヴアカウント 
で行ってください。それな外のアカウントでアンイン 
ストールを行ラとエラーになります。パソコンの管理 
者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マ 
イク□ソフト社にお問い合わせください。 
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A 本 FOMA 端末とパソコンが FOMA 
w USB 接続ケーブル（別売）で接続 
されている場合は、 FOMA USB 接 
続ケーブルを取りかず 

を Windows の「プ□グラムの追加と 
削除 J を起動する 

「スタート」一「コント□ールパネル」一「プ□グ 
ラムの追加と削除」をク U ックする 

@ FFOMA N 702 iD USBJ を選択し 
て r 変更と削除 J をクリックする 

QroKj をク y ックしてアンインス 
トルずる 

アンインス I -ールを中止する場合は「キャンセル」 
をクリックします。 

@ r はい J をクリックして Windows 
を再起動する 

政上でアンインス I -ールは終了です。 

「いいえ」をク U ックした場合は、手動で再起動を 
して < ださい。 


おし6せ 


参 Windows の「プ□グラムの追加と削除」に 「FOMA 
N 702 iD USB 」 び表示されていない場合は、次のよ 
ラに操作をしてください。 

① r スタート」一「マイコンピュータ」を開く 
③ CD - ROM アイコンをちク U ックし、「開く」を選択 

③ CD - ROM 内の ruSB Driver 」 一 「 Win 98」 または 
「 Win 2000」フオルダを開く 

④ 「口702 idun . ex 巨」※]をダブルク U ックする 

:お使いのパソコンの設定によっては 「 n 702 idun 」 
と表示されることびあります。 


FOMA PG 設定ソフトについて 

F 日 MA PC 設定ソフトを使ラと、簡単な操作で 
拟下の設定がでさます。 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通 
信や 64 K データ通信を設定することをでさま 
す。一 P .19 




W-TCP の設定 

「 F 日 MA パケット通信」を利用する前に、パソコン 
内の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、 W - TCP 設定に 
よる通信設定の最適化び必要となります。 

接続先 （APN ) の設定 

パケット通信を行ラ際に必要な接続先 （ APN ) の 
設定を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、目 4 K データ通信 
と異なり電話番号は使用しません。あらかじめ接続先 
ごとに、本 FOMA 端末に APN(Access Point Name ) 
と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 （ cid ) を 
接続先電話番号欄に}__旨定して接続します。 mope 旧に 
ついては cid の]きに 「 APN : m 日 pera . ne . jp」、mopera 
U については cid の3葡こ 「 APN : mopera . net 」 びお 
買し、上げ時に登録されていますび、その他のプ□バイ 
ダや企業内 LAN に接続する場合は APN 設定び必要に 
なります。 

cid に ontext lclentifier ]-， FOMA 端末に登録する 
パケット通信での接続先 ( APN ) を管理する番号。 
本 FOMA 端末に APN 登録をするとさに設定しま 
す。 


おし6せ 


参 N 702 D 通信設定ファイルの確認で本 FOMA 端末び 
C 0 M 20 より大きい番号として認識されている場合 
は、 APN の設定の際、 APN 情報の取得•書き込みび 
でをません。その場合は「八イパーター三ナル」を 
使って設定します。「接続先 （ APN ) を設定する」 

一 P .2] 


FOMA PC 設定ソフトをインス I >— ル 
する 


♦インス!-ールする前に動作環境を確認して<だ 
さい。一 P .3 

• Windows 2000または Windows XP で 「 F 日 MA 
PC 設定ソフト」のインストールをわう場合は、 
必ずパソコンの管理者権限を持ったユーヴアカ 
ウントで行ってください。それし:^外のアカウン 
卜でインストールを行ラとエラーとなります。 
パソコンの管理者権限の設定操作については、 
をパソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い 
合わせください。 

♦ 702 i シ U —ズより前に発売された FOMA 端末 
に添付の 「FOMA PC 設定ソフト」びインストー 
ルされている場合は、 あらかじめそれらのソフ 
卜をアンインス I -ールしてください。 


W 

本 FOMA 端末とパソコンとの接続については、 

P .4 を参照してください。 

かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 FOMA データ通信 
用ダイヤルアップの作成」を行い、同時に 「 W - 
TCP の設定」などを行います。 
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0 CD-ROM をパソコンにセットし、 
FFOMA PC 設定ソフトのインス 
卜ール J をクリックする 

「FOMA N 702 iD ご利用にあたって」画面び自動的 
に表示されます。 CD - ROM び自動再生されなし觸合 
は、 r マイコンピュータ」から CD - ROM アイコンを 
ちク U ックし、「開く」を選択し、 「 start , exe 」 を 
ダブルクリックします。次に 「FOMA PC 設定ソフ 
卜のインストー j レ」をク U ックします。 



gir 次へ J をクリックする 

セットアップをはじめる前に、現在使用中または 
常駐しているほかのプ□グラムびないことを確認 
して<ださい。使用中のプ□グラムびあった場合 
は、「キャンセル」をク U ックし、使用中のプ□グ 
ラムを終了させた後、インストールを再開してく 
ださい。 

旧 W - TCP 設定ソフトおよび旧 APN 設定ソフトび 
インストールされているという画面び出た場合 
は、 P .9 を参照してください。 

@ FFOMA PC 設定ソフト J の使用許 
諾契約書の内容を確認の上、契約巧 
容に同意する場合は r はい J をクリッ 
クずる 

「いいえ」をク I 」ックし、「はい」をク IJ ックする 
と、インストールは中止されます。 

0r 次へ J をクリックずる 

セットアップ後、タスクトレイに rw - TCP 設赴 
常駐の可否を選択でさます。 

「 W - TCP 通信」の最適化の設定•解除を操作する機 
能で、常駐をおすすめします。 

とくに問題びない場合は「タスクトレイに常駐す 
る」を13にしたまま「次へ」をク U ックして、イ 
ンストールを続行してください。「タスクトレイに 
常駐する」のチェックを外して設定した場合でわ 
FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」、 「 W - TCP 設 
定をタスクトレイに常駐させる」を還択すること 
により設定を変更でさます。 

(参考）：「タスクトレイに常駐する」設定び有効に 
なっている場合は選択でさません。 

顧 感ぉ 加 

デスクトップち下のタスクトレイに表示されま 
す。 


@ インストール巧を確認し、 r 次へ J を 
ク y ックする 

変更びある場合は「参照」をク U ックし、任意の 
インス!-ール先を指定して「次へ」をク U ックし 
て < ださい。 

八ードディスクスペースの問題などで、違ラドライ 
ブにインストールすることもできますび、そのまま 
お進みください。 

@ プ□グラムフォルダのフォルダ名を 
確認し、 r 次へ J をクリックする 

変更びある場合は新規フォルダ名を入力し、「次 
へ」をク U ックします。 



0r 完了 J をクリックずる 

セットアップを完了すると 、 FFOMA PC 設定ソ 
フト」の操作画面び起動します。このままを種設 
定をはじめられます。 

FOMA PC 設定ソフトインストール時 
のミ主意 


く旧 W - TCP 設定ソフトびインス I ルされて 
いる場合> 


/A 旧バージ心の W-TC 聞！巧齡定Vフトがインストールミれています0 

/!^ 旧バージむ州/- TCP 巧垢さ定Vフ k アンインスト-ル性、巧度、イシスト-ル姨巧してくだを、 
ィシストルをやがします。 

に:; 互 ::::]I 


-「アプリケーション（プ□グラム）の追加と削除」 
から旧 W - TCP 設定ソフトを削除してください。 

く旧 APN 設定ソフトびインス I ルされてい 
る場合> 

,/へ度;巧£^媒〇1«妾一强續疆努隆ぉなぶさ竊ぃ11[。、ィシストール巧行し口樹、 


fi . ……—:邸:……… || 


「 OK 」 をクリックすると、旧 APN 設定ソフトの 
アンインストールび自動的に行われた後 、 FOMA 
PC 設定ソフトびインストールされます。 
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く FOMA PC 設定ソフトびずでにインス I ル 
されている場合> 



- 「0 K 」 をク U ックすると、インストールび中止さ 
れます。すでにインストールされている 「FOMA 
PC 設定ソフト」を「アプリケーション（プ□グ 
ラム）の追加と削除」からアンインストールして、 
インストールし直してください。 

-ちいバージョンの 「FOMA PC 設定ソフト」びイ 
ンストールされている場合を同様の操作を行つ 
て < ださい。 

くインス!ル途中で「キャンセル」を押した 



-インストールを継続する場合は「いいえ」を、中 
止する場合は、「はしりをク U ックしてください。 


る種設定の方法 

通信設定をする前に、本 FOMA 端末が FOMA 
US 巨接続ケーブル（別売）によりご利用のパソ 
コンに接続され、かつパソコンのデバイス上に 
通信設定ファイルが正しく認識されている必要 
があります。 

•本 FOMA 端末び C 0 M 20 より大さい番号として 
認識されている場合は 、 「FOMA PC 設定ソフ 
卜」は動作しません。 

〇1"スター hj ^ ^プ□グラム J ^ 
ffoma pc 設定ソフト J の順に開 
< 

Windows XP の場合 

「スタート」^「すべてのプ〇グラム」^ 
「FOMA PC 設定ソフト」を開く 
FOMA PC 設定ソフトを起動すると次の操作画面 
び表示されます。 



かんたん設定 「mopera U または 
mopera を利用したパケット通信設定方法 J 

♦最大 384 kbps のパケット通信の設定を行いま 
す。プ□バイダは、ドコモのインターネット接 
続ヴービス mopera U または m 日 pera を利用し 
ます。 

パケット通信：受信最大 384 kbps 、 送信最大 
64 kbps (一部機種を除く）のパケット通信び巧 
能です。送受信したデータ量に応じて課金され 
ますので、時間を気にせずデータ通信びでさま 
す。 

• r パケット通信！を利巧して両像を含むサイトや 

っンブーィッ h ホームぺーソの閲見、ファっル 

のダウン□ー ドなどのデータ量のをい通信を行 

う少、通信料が高額^なりますのでごミキ意くだ 

さし、。 

0 r かんたん設定 J をクリックする 

@1 ■パケット通信 J を選択し、 r 次へ J 
をク IJ ックする 

@ r [mopera U ] への接続 J または 
r [ mopera ] への接続 J を選択し、 
r 巧へ J をクリックする 

mopera U または mopera 攻外のプ□バイダをご 
利用のお客様は、 P .1] を参照してくださし、。 

0 roKj をク U ックする 

パソコンに接続された本 FOMA 端ホから接続先 
( APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくだ 
さい。 

@ 接続名を入力し、 r 次へ J をクリック 
ずる 

現在作成している接続の名前を自由に設定でさま 
す。わかりやすい名前を「接続名」欄にご入力く 
ださい。 

接続名は、大文字•小文字等にを意し、正確に入 
力して < ださい。 

入力禁止文字¥/: * ?!く> 1" (半角のみ）は使用 
でさません。 
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@ ユーザー名•パスワードを設定し、 
r 次へ J をクリックする 

iTiQpera U または mopera 接続の場合は、ユーヴー 
名-パスワードについては空欄でわ構いません。 

(Windows 2000 、 Windows XP ) 



Windows 2000および Windows XP の場合は 
ユーヴーの還択をしてください。 

「すべてのユーヴー」を選択すると Windows に登 
緑されているすべてのユーヴーに巧して接続び設 
定されます。 

ユーヴー名-パスワードの設定は、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文字-小文字等にま 
意し、正確に入力してください。 

0 r 最適化を行う J をチェックし、 r 次 
へ J をクリックずる 

「パケット通信」に必要な 「 W - TCP 設定」を最適 
化します。すでに最適化されている場合には、こ 
の画面は表示されません。 

© 設定情報を確認し、恃了 J をクリッ 
クずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容 
に誤りびないことを確認してください。 
「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」をチェックすれば自動的にショー 
トカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をク U ックし 
ます。 


四 



<戻る(が〔充7(£) ] かシセル I 


@ roKj をク y ックする 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要びあります。再起動の選択画面び表示 
された場合は「はい」をク U ックします。 
設定した通信を実行します。 - P .14 


かんたん設定 r その他のプ□バイダを 
利用したパケット通信設定方法 J 


0 r かんたん設定 J をクリックずる 

@1 ■パケット通信 J を選択し、 r 次へ J 
をク U ックずる 

@ r その他 J を選択し、 r 次へ J をクリッ 
クする 

0 roKj をク y ックする 

パソコンに接続された本 FOMA 端末から接続先 
(APN) 設定を取得します。 

しばらくお待ちください。 

@ パケット通信設定を行5 

端末設定取得び完了すると、 r パケット通信設定」 
画面び表示されます。 

「接続名」の空欄に任意の接続名を入力して<ださい。 
接続名は、大文字•小文字等にを意し、正確に入 
力して < ださい。 

入力禁止文字¥/: * ?!く> 1" (半角のみ）は使用 
でさません。 

「発信ち番号通知を行ラ」をチェックすると、通信 
実行時に発信者番号を通知します。 
r 接続先 (APN) の選択」欄には標準で mope 旧 U に 
接続するための APN:mopera.net と mopera に接続 
するための APN:mopera.ne.jp び設定されています。 
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@1 ■接続巧 ( APN ) 設定 J をクリック 
ずる 

お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 ( APN ) 
「 mopera . nejp 」 か' cid 3 には mopera U の接続先 
( APN ) rmopera . net 」 び登録されていますので、 
cid は2または4〜] 〇番に設定します。 

「追加」をク U ックして表示される r 接続先 ( APN ) 
の追加」画面で、ご利用のプ□バイダの FOMA パ 
ケット通信に対応した接続先 （ APN ) を正し<入 
力し、 「0 K 」 をク U ックしてください。 r 接続先 
( APN ) 設定」画面に戻ります。 

接続先には、半角文字で英数字、八イフン（-)、ピ 
U オド （.） のみ入力でさます。 



0 接続巧を選択し、 roKj をクリック 

操作己の画面に戻ります。 

「接続先 （ APN ) の選択」には、操作日で設定し 
た接続先 （ APN ) び表示されます。 

◎ r 接続巧 ( APN ) の選択 J で接続巧 
( APN ) を確認し、 r 次へ J をクリッ 
クずる 

く高度な設定 （ TCP / IP の設定）をずる場合> 

「詳細情報の設定」をク U ックすると、 rip アドレ 
ス」-「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN 等のダイヤ 
ルアップ情報として入力び必要な場合は、入力指 
示情報を元に、各種アドレスを登録してください。 

@ ユーザー名•パスワードを設定し、 
r 巧へ J をクリックする 

Windows 2000および Windows XP の場合は 
ユーヴーの選択をしてください。 

「すべてのユーヴー」を選択すると Windows に登 
緑されているすべてのユーヴーに巧して接続び設 
定されます。 

(Windows 2000 、 Windows XP ) 



ユーヴー名-パスワードの設定は、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文字-小文字等に注 
意し、正確に入力して<ださい。 


⑩ r 最適化を行う J をチェックし、 r 次 
へ J をクリックする 

r パケット通信」に必要な 「 W - TCP 設定」を最適化 
します。すでに最適化されている場合には、この画 
面は表示されませんので、操作11に進みます。 

設定情報を確認し、 r 完了 J をクリッ 
クする 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容 
に誤りびないことを確認してください。 

「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」をチェックすれば自動的にショー 
トカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をク U ックし 
ます。 



@ roKj をク y ックする 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起 
動する必要びあります。再起動の選択画面び表示 
された場合は「はい」をク U ックしてくださし、。 
設定した通信を実行します。 - P .14 

I かんたん設定 rm 叩 era U または 
[ mopera を利用した目 4 K 通信設定方法 J 

♦ 通信速度 64kbps の目 4K データ通信の設定を行い 
ます。プ□バイダは、ドコモのインターネット接続 
サービス mopera U または mopera を利用します。 
♦日 4 K データ通信は接続していた時間に応じて課 
金されます。日 4kbps の安定した通信速度によつ 
て快適なインターネットアクセスび実現でさま 
す。 

0 r かんたん設定 J をクリックする 

@ r 64 K データ通信 J を選択し、 r 次 
へ J をクリックずる 

@ r [mopera U ] への接続 J または 
r [ mopera ] への接続 J を選択し、 
r 次へ J をクリックする 

mopera U または mopera 攻外のプ□バイダをご 
利用のお客様は、 P .1 3を参照してください。 
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0 接続名の入力とモデムを選択し、 r 次 
へ J をクリックする 

「64 K データ通信設定」画面になります。現在作 
成している接続の名前を自由に設定でさます。わ 
かりやすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 
接続名は、大文字•小文字等にを意し、正確に入 
力して < ださい。 

入力禁止文字¥/: * ?!く> 1" (半角のみ）は使用 
でさません。 

FOMA US 目接続ケーブル（別売）を使う場合、モ 
デム名は 「FOMA N 702 iD 」 を選択します。 



@ ユーザー名•パスワードを設定し、 
r 巧へ J をクリックする 

iTiQpera U または mopera 接続の場合は、ユーヴー 
名-パスワードについては空欄でち構いません。 

(Windows 2000 、 Windows XP ) 



Windows 2000および Windows XP の場合は 
ユーヴーの選択をしてください。 
r すべてのユーヴー」を還択すると Windows に登 
緑されているすべてのユーヴーに巧して接続び設 
定されます。 

ユーヴー名-パスワードの設定は、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文字-小文字等にを 
意し、正確に入力して<ださい。 


@ 設定情報を確認し、 r 完了 J をクリッ 
クする 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容 
に誤りびないことを確認してください。 

「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」をチェックすれば自動的にショー 
トカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をク U ックし 
ます。 



0 roKj をク y ツクずる 

設定した通信を実行します。 - P .14 

I かんたん設定 r その他のプロバイダを 
利用した 64 K 通信設定方法 J 

Q r かんたん設定 J をク y ツクずる 

@ r 64 K データ通信 J を選択し、 r 次 
へ J をクリックする 


@ r その他 J を選択し、 r 次へ J をクリッ 
クする 

0 ダイヤルアップ情報を入力し、 r 次 
へ J をクリックずる 


mopera U または mopera 切夕攸 ISDN 同期目 4 K アクセス 
ポイントを持つサービスプ□バイダに接続する場合は、ダ 
イヤルアップ作成時に、切下の項目を登録します。 

-接続名（任意） 

-モデムの選択 （FOMA N 702 iD ) 

-電話番号 

接続名は、大文字•小文字等にを意し、正確に入 
力して < ださい。 

入力禁止文字¥/: * ?!く> 1" (半角のみ）は使用 
でさません。 



プ□バイダ情報を元に正し < 入力してください。 
電話番号は、大文字•小文字等にを意し、半角文 
字で正確に入力して < ださし、。 
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「発信ち番号通知を行ラ」をチェックすると、通信 
実行時に発信者番号を通知します。 

く高度な設定 （TCP/IP の設定）をずる場合> 

「詳細情報の設定」をク U ックすると rip アドレ 
ス」、「ネームサーバー」の設定画面び表示されま 
す。ご加入のプ□バイダや、社内 LAN 等のダイヤ 
ルアップ情報として入力び必要な場合は、入力指 
示情報を元に、各種アドレスを登録してください。 

@ ユーザー名•パスワードを設定し、 
r 巧へ J をクリックする 

Windows 2000および Windows XP の場合は 
ユーヴーの選択をしてくださし、。 

「すべてのユーヴー」を選択すると Windows に登 
録されているすべてのユーヴーに巧して接続び設 
定されます。 

(Windows 2000 、 Windows XP ) 



ユーヴー名-パスワードの設定は、プ□バイダか 
ら提供された各種情報を、大文字-小文字等に注 
意し、正確に入力してください。 

@ 設定情報を確認し、 r 完了 J をクリッ 
クずる 

設定された内容び一覧で表示されます。設定内容 
に誤りびないことを確認してください。 

「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」をチェックすれば自動的にショー 
トカットび作成されます。 

設定内容を変更する場合は「戻る」をク U ックし 
ます。 



設定した通信を実行する 

♦ FOMA USB 接続ケーブル（別売）でデータ通信 
をする場合、ダイヤルアップアイコンからの発 
信は、アイコン作成時の FOMA 端末のみ有効で 
す。 

したびって、異なる FOMA 端末を接続する場合 
は、再度、通信設定ファイルのインス!-ールび 
必要となります。 

0 デスクトップの接続アイコンをダブ 
ルクリックずる 



デスクトップに接続アイコンびない場合は次の操 
作を行ってください。 

Windows 98 /Windows Me の場合 

「スタート」^「プログラム」^「アクセサリ」 
一 r 通信」一「ダイヤルアップネットワーク」 
^接続先を開< 

Windows 2000 の場合 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセヴ U 」 
一「通信」一「ネットワークとダイヤルアップ 
接続」^接続先を開< 

Windows XP の場合 

「スタート」^「すべてのプログラム」^「ア 
クセヴ|」」^「通信」^「ネットワーク接続」 
^接続先を開< 

@ r ダイヤル J をクリックし、接続を実 
行ずる 

mopera U または mopera を選択した場合は「ユー 
ヴー名」-「パスワード」については空欄でも構い 
ません。その他のプ□バイダやダイヤルアップ接 
続の場合は、「ユーヴー名」-「パスワード」を入力 
し、「ダイヤル」をク U ックしてください。 
「パスワードを保をする」をチェックすると、次回 
からは入力の必要びなくなります。 



0 roKj をク y ックする 

設定した通信を実行します。 - P .14 


14 












































@ 接続されたことを確認し、 roKj を 
ク y ックする 

通常の状態で、ダイヤルアップを接続すると、次 
のよラな接続画面び表示されます。 

似前に「接続」のメッセージを表示しない設定に 
してあると、この画面は表示されません。 



♦パケット通信中には、通信状態によって本 
FOMA 端末にアイコンび表示されます。 


幅 刷] を a の I 


マ（通信中、データ送信中） 

と■(通信中、データ受信中） 

&^(通信中、データ送受信なし） 

(発信中、または切断中） 

堅^(着信中、または切断中） 

♦日 4 K データ通信中には、本 FOMA 端末に 
「堅」び表示されます。 

I 切断のしかた 

インターネットブラウザを終了しただけでは切 
断されていない場合がありますので、1；(下の操 
作で確実に切断してください。 

0 タスクトレイのダイヤルアップアイ 
コンをダブルクリックずる 

接続の画面び表示されます。 

彈 

ダイヤルアッフアイコン 

@^切斬 J をク y ックする 



I 詳加 I 


P ぶ b る ◎ J 


I こんなとをは 

♦ネットワークに接続でさない（ダイヤルアップ 
接続びでさない）場合は、まずし: TF の項目につ 
いて確認してください。 


現象 

チェックずる箇所 

「FOMA 

N 702 iD 」 

びパソコン 
上で認識で 
さない 

-お使いのパソコンび動作環境 （ P .3) を 
満たしているかを確認してください。 

- N 702 iD 通信設定ファイルびインス 

I -ールされているか確認してください。 

-本 FOMA 端末びパソコンに接続され、電 
源び入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）び 
しっかりと接続されていることを確認 
してください。 

- US 日モード設定 （ P .4) び「通信モー 
ド」になっているか確認してください。 

相手先に接 
続でをない 

• ID (ユーヴー名）やノ（スワードの設定び 
正しいかどラか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）び 
しっかりと接続されていることを確認 
してください。 

-接続先び発信者番号の通知を要求する 
場合は、電話番号に「1日4」を付加し 
ていないかどラかを確認してください。 

-モデムのプ□パティで r フ□一制御を使 
ラ」にチェックび付いていることを確認 
してください。 

-接続先の APN び正しいかどラかを確認 
してください。 

-上記の確認を行ってち相手先に接続で 
きない場合は、インターネットサービス 
プ□バイダまたはネットワーク管理者 
に設定ち法などについてご相談くださ 
い。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
卜ールする 


FOMA PC 設定ソフトのアンインストール手順 

を説明します。 

• Windows 2000または Windows XP で 「 F 日 MA 
PC 設定ソフト」のアンインストールを行ラ場合 
は、必ずパソコンの管理者権限を持ったユーヴ 
アカウントで行ってください。それじ(外のアカ 
ウントでアンインストールを行ラとエラーとな 
ります。パソコンの管理者権限の設定操作につ 
いては、をパソコンメーカ、マイク□ソフト社 
にお問い合わせください。 

Q アンインストールを実行ずる前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインス I ルする 
前に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要 
びあります。 


おし6せ 


♦パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度と 
は異なる場合びあります。 
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(1) タスクトレイに常駐している 「W-TCP 設 
定」を常駐させないようにする 

デスクトップち下のタスクトレイの 「 W - 
TCP アイコン」をちク U ックして「常駐させ 
ない」をク U ックする。 



ク IJ ック 


(2) 起動中のプ□グラムを終了させる 

「FOMA PC 設定ソフト」や 「 W - TCP 設定」 
び起動中にアンインストールを実行しよラと 
すると、次のよラな画面び表示されます。ア 
ンインス!-ールプ□グラムを中断し、それぞ 
れのプ□グラムを終了させてください。 



を Windows の「アプリケーシヨンの 
追力!]と削除 J を起動ずる 

Windows 98、 Windows Me、Windows 2000 の 
鳥合 

「スタート」一「設定」一「コント□ールパネ 
ル」一「アプ U ケーシヨンの追加と削除」アイ 
コンをク IJ ックする 

Windows 98 、 Windows Me の場合は、「ア 
プ U ケーシヨンの追加と削除のプ□パティ」び 
表示されます。 

Windows XP の 場合 

「スタート」一「コント□ールパネル」一「プロ 
グラムの追加と削除」アイコンをクリックする 

@ riNITT DoCoMo FOMA PC 設定 
ソフト J を選択して r 変更と削除 J 
をク IJ ツクずる 


「NTT DoCoMo FOMA PC 設定 
ソフト」を選択して 



©削除す るプログラム名を確認し、 r は 
い J をク y ックする 

アンインストールび開始されます。 



@ roKj をク U ックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルび終 
了します。 



おし 5 せ 


参 rw-TCP 最適化」の解除 

rw - TCP 最適化」びされている場合は次の画面び表示 
されます。アンインス!''ールする場合は、通常は「は 
しりをク U ックして、最適化を解除してください。 

現な、 FOMA バヶ》卜巧こち適化されています。 

^ アシインストールを実 f 子するおにを施は殺梯すかマ 

臟體鑑 W を激媒ぶ瓣臟織の備画巧） 



W-TCP 最適化の解除は再起動後に行われます。 



ここをク IJ ツク 


16 
















































W - TCP の設定 

rW - TCP 設定」は FOMA ネットワークで「パ 
ケット通信」を行う勵こ、 TCP / IP の伝送能力 
を最適化するための 「 TCP パラメータ設定ツー 
ル」です。本 FOMA 端末の通信性能を最大限に 
活用するには、このソフトウェアによる通信設 
定が必要です。 

I 最適化の設定と解除 

< Windows XP の 場合> 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとの 
最適化設定が可能です。 


Q プ□グラムを起動する 

(1 )「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場 

プ□グラム起動後、「マニュアル設定」の rw - 
TCPi 受定」をク U ックする 



] 扣 MA^、 •ケット巧 P ぞ g 巧するため、バツコン巧の 
1 真^ g! とほ朽クおにぶ’巧む巧続巧け抓）の 


教黯織叛 r 


(2) タスクトレイから操作する場合 

デスクトップち下のタスクトレイの rW - 
TCP アイコン」 をク U ックし、プ□グラムを 
起動する 


左クリック 



@ な下の操作を行5 

現在開いているすべてのプ□グラムを終了させ画 
面表示に従ってパソコンを再起動してください。 
再起動した後、システム設定の最適化び有効にな 
ります。 

(1) システム設定が最適化されていない場合 

「最適化を行ラ」をク U ックする 
「 W - TCP (ダイヤルアップ）設定」画面び表 
示されます。最適化するダイヤルアップを選 
択して「実行」をク U ックすると、システム 
設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化 
び実行されます。 



(2) システム設定び最適化されている場合 

「 W - TCP (ダイヤルアップ）設定」画面び表 
示される。 

内容の変更等びある場合は設定を行って < だ 
さい。 



(3) 最適化を解除する場合 

「システム設定」をク U ックする 
「 W - TCP 設定」画面び表示されます。 
「最適化を解除する」をク U ックします。 



< Windows 98、 Windows Me、Windows 
2000 の 場合 > 


0 プ□グラムを起動する 

(1 )「FOMA PC 設定ソフト」か！5操作する場 

プ□グラム起動後、「マニュアル設定」の rw - 
TCP 設定」をク U ックする 


I 論 ii 簡觀 r るため'バリコン巧。 
I 黨!が II 巧ぅ賊こぉ巧な接続光け邮の 


魏簽織欺:。 • 


がホを巧爲し、設定中は FOM 视 g ホそ 


(2) タスクトレイから操作ずる場合 

デスクトップち下のタスクトレイの rW - 
TCP アイコン」 をク U ックし、プ□グラムを 
起動する 


左クリック 


fiiij 


お:邮 


下の操作を行5 

(1) 最適化されていない場合 

「 W - TCP 設定」画面で「最適化を行ラ」をク 
U ックし、最適化設定を有効にするために、 
現在開いているすべてのプ□グラムを終了さ 
せ再起動を実行して<ださい。 


17 














































(2) 最適化されている場合 

「 W - TCP 設定」画面で「現在、最適化されて 
います。」と表示される。 

本 FOMA 端末政外での通信等の理由から設 
定を解除する場合は、「最適化を解除する」を 
ク U ックしてください。最適化解除を有効に 
するために、現在開いているすべてのプ□グ 
ラムを終了させ再起動を実行してください。 



接続巧 ( APN ) の設定 

パケッ ト 通信の接続先 （ APN ) を設定します。 最 

大10件まで設定でさ 、 cid (登録番号）の！〜1日 

に登録して管理します。 

♦ APN 設定 （ FOMA パケット通信の接続先）は、 
本 FOMA 端末に登録される情報であるため、異 
なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 APN 登 
録をする必要びあります。 

♦パソコンで作成したダイヤルアップの設定を継 
続利用する場合は、同一 APN 設定 （ cid 設定）番 
号を端末に登録してください。 

♦お買い上げ時、 cidl には m 日 pera の接続先 
( APN )「 mopera . ne . jp 」 たく、 cicl 3 には 
mopera 11の接続先（八ド1\1)而日口白「3.〇目1;」び 
登録されていますので、 cid を設定するとさ 
は、 cid 2 または4〜 ] 0に接続先 （ APN ) を 
設定します。 

0 [FOMA PC 設定ソフト J 起動後、 
r 接続巧 ( APN ) 設定 J をクリック 
ずる 


もめ、 か コン巧の 

4|gjB(AFII)g|e i う隙こぶ ’ 載姻窃巧け抓）の 

:: W ラム抑この M 神広巧窃し設走中!ま F0M がおホを ■が了 ‘ 


0 FOMA 端末設定取得画面で rOKJ 
をク IJ ツクする 

接続された本 FOMA 端末に自動的にアクセスし 
て登録されている接続先 （ APN ) 情報を読み込み 
ます。 

本 FOMA 端ホび接続されていない場合は起動しま 
せん。 


@ 接続巧 ( APN ) の設定をする 



接続先 ( APN ) の追加-編集-削除 
-接続先 （ APN ) を追加する場合 

「接続先 ( APN ) 設赴画面で、「追加」をクリッ 
クする 

-登録済みの接続先 （ APN ) を編集する場合 

「接続先 ( APN ) 設定」画面で、対象の接続先 
( APN ) を一覧から選択して「編集」をクリック 
する 

-登録済みの接続先 （ APN ) を削除する場合 

「接続先 ( APN ) 設定」画面で、対象の接続先 
( APN ) を一覽から選択して「削除」をクリック 
する 

cid ] と cid 3 に登録されている接続先は削除でき 
ません （ cicl 3 を選択して「削除」をク U ックし 
ても、実際には削除されず、 「 m 日 pera . net 」 に戻 
ります)。 

ファイルへの保存 

本 FOMA 端末に登録された接続先 ( APN ) 設定のバッ 
クアップを取ったり、編集中の接続先 ( APN ) 設定を 
保をする場合は、ツールバーの「ファイル」メニュー 
からの操作で、接続先 ( APN ) 設定の保をびできます。 

ファイルか5の読み込み 

保をされた接続先 ( APN ) 設定を再編集したり、本 
FOMA 端末に書さ込んだりする場合には、ツール 
バーの「ファイル」メニューからの操作で、パソコ 
ンに保をされている接続先 ( APN ) 設定を読み込 
むことびでさます。 

本 FOMA 端末への接続先 ( APN ) 情報の書き込み 

「接続先 ( APN ) 設定」画面で 「 FOMA 端末へ設定を 
書き込む」をクリックすると、表示されている接続先 
( APN ) 設定を本 FOMA 端末に書さ込むことびでさま 
す。 

ダイヤルアップ作成機能 

「接続先 ( APN ) 設定」画面で追加-編集された接 
続先 ( APN ) を選択して「ダイヤルアップ作成」を 
クリックします。 

FOMA 端末設定書さ込み画面び表示されますの 
で、「はい」をク U ックしてください。接続先 ( APN ) 
への書さ込み終了後、「パケット通信用ダイヤル 
アップの作成」画面び表示されます。 

任意の接続名を入力して「アカウント•パスワー 
ドの設定」をク U ックしてください。ユーヴー名 
とパスワードを入力して （ Wmdows 2 日日0、 
Windows XP の場合は使用可能ユーヴーの選択 
をして） [0 K ] をク U ックしてくださし 、。 mopera 
U または mopera の場合、ユーヴー名、パスワー 
ドについては空欄でを構いません。 
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ご利用のプ□バイダより、 IP および DNS 情報の設 
定び指示されている場合は、「パケット通信用ダイ 
ヤルアップの作成」画面で「詳細情報の設定」をク 
U ックし、必要な情報を登録して、 「 OK 」 をクリッ 
クします。 

設定入力後、 「 FOMA 端末へ設定を書さ込む」をク 
リックして上書さを確認してから、書さ込みを実行 
して < ださい。 


ダイヤルアップネットワークの設定 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通 
信/ 64K データ通信のダイヤルアップ接続の設 
定を行ラ方法について説明します。於下のよラ 
な流れになります。 

AT コマンドについて 

♦ AT コマンドとは、モデム制御用のコマンドです。 
本 FOMA 端末は AT コマンドに準拠し、さらに 
拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをヴ 
ポー h しています。 

♦ AT コマンドを入力することによって、「データ 
通信」や本 FOMA 端末の詳細な設定、設定内容 
の確認（表示）をすることびでさます。 

♦目 4 K データ通信を行ラ場合は「ダイヤルアッ 
プネットワークの設定」 (P.19) は不要です。 
「ダイヤルアップの設定を行ラ」 (P.23) に進 
んで < ださい。 

I COM ポートをお認する 


•接続先 ( APN ) の設定を行ラ場合、 N 702 iD 通 
信設定フアイルのインストール後に組み込まれ 
た 「FOMA N 702の」（モデム）に割り当てら 
れた COM ポート番号を指定する必要びありま 
す。ここでは COM ポート番号の確認方法につい 
て説明します。ここで確認した COM ポートは接 
続先 ( APN ) の設定 ( P .21) で使用します。 

接続先についてく APN/cid > 

♦パケット通信の接続先には、日 4 K データ通信と 
異なり、電話番号を使用しません。接続には電 
話番号の代わりに APN ( P .21) を設定して接続 
します。 

♦ APNi 就とは、ノ（ソコンからノくケット通信用の電話 
帳を登録するよラなをので、登録するとさは、]か 
ら10の登録き号 ( cid ) を付与して登録し、その登 
録番号 ( cid ) を接続先番号の一部として使用しま 
す。お買い上げ時、 cidl には m 日 pe 旧の接続先 
( APN )「 mopera . ne . jp 」 口、、 cid 3には mopera U 
の接続先 ( APN )「 mopera . net 」 び登録されていま 
すので、 cid 2または4〜]〇番に設定します。※1 

♦ APN は 「cid (1 〜] 0までの管理番号)」によつ 
て管理されます。接続する接続先番号を「 * 99 
* * * Ccid 番号>#」とすると cid 番号の接続 
先に接続します。 

♦ mopera に接続する場合は接続先番号を「*99 
*** 1 #」に、 m 日 pera U に接続する場合は、 


「* 99 * * * 3#」にすると、簡単に mopera ま 
たは mopera U を利用することびできます。※2 
♦ APN 設定は、携帯電話に相手先情報（電話番号 
など）を登録するのと同じよラに接続先を本 
FOMA 端末に登録します。携帯電話の電話帳と 
比較するとじ(下のよラになります。 



APN 設定 

携帯電話 
の電話帳 

登録するデータ 

APN 

電話番号 

cid 

電話帳のメ 
モ U 番号 

- 

相手の名前 

登録のしかた 

パソコンを 
使って登録 
する 

〇 (FOMA 
PC 設定ソフ 
卜などを使 
用） 

〇(専用ソフ 
卜び必要） 

携帯電話を 
使って登録 
する 

X (確認ちで 
をません） 

〇 

使いかた 

cid を指定し 
て接続 

電話帳から 
検索してか 
ける 

- 

本 FOMA 端 
末のダイヤ 
ルボタンか 
ら直接電話 
番号を入力 
してかける 


:「ダイヤルアップネットワーク」の電話番号欄 
に APN を入力して接続するのではな<、本 FOMA 端 
末側に接続先（インターネットサービスプ□バイダ） 
についてあらかじめ APN 設定を行います。 

《2:他のインターネットサービスプ□バイダなどに接続 
する場合は、 APN を設定し、 cid の2ままたは4〜 
10番に登録して<ださい。 APN の設定と登録ち法 
について一 P .21 

参準備 


〇 本 FOMA 端末と FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）を接続ずる 

@ 本 FOMA 端末の電源を入れて本 
FOMA 端末と接続した FOMA 
USB 接続ケーブルをパソコンに接 
続ずる 

• Windows 98/1\/16でご01\/1ポートを巧！ 
認する場合 


or スタート J 一 r 設定 J 一 r コント 
□—ルパネル J を開< 
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@ コント□—ルパネル巧の r モデム J 
を開< 

コント□ールパネルに「モデム」アイコンび表示 
されないとさは「すべてのコント□ールパネルの 
オプションを表示する」をクリックします。 


@ 「FOMA N702iDJ びセットアッ 
プされていることを確認し、 r 検出結 
果 J タブをクリックする 


をお 


I 巧化括ま I 


參 

r" 


;たのモデムがたッ巧》巧れています々 


谢 ID 迫 ).—I 削除を） I ブ□バティ ( E ) 


Q FFOMA N702iDJ が設定されて 
いる COM ポートを確認し、 roKj 
をク IJ ックする 

確認した COM ポート番号は接続先 （ APN ) の設 
定 （ P .21) で使用します。 

プ□パティ画面に表示される内容および 
COM ポートの番号は、お使いのパソコンによって 
異なります。 



参 Windows 2000で COM ポートを確認 
する場合_ 

or スタート J 一 r 設定 J 一 r コント 
□—ルパネル J を開< 

0 コント□—ルパネル巧の r 電話とモ 
デムのオプション J を開< 


@ r 所在地情報 J 画面が表示された場合 
^ は、 r 市か局番 J を入力し、 roKj を 
ク y ックずる 

0 r モデム J タブをク U ックして 
FFOMA N702iDJ の 1" 接続巧 J 欄 
の COM ポートを確認し、 rOKJ を 
ク IJ ックする 

確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設 
定 （ P .21) で使用します。 

プ□パティ画面に表示される内容および 
COM ポートの番号は、お使いのパソコンによって 
異なります。 



巧イホル元：巧しい访巧 

裝ヤルが去揀ちす訊:は、投イヤルのプ D パティ]を州。クしてく 


ダイヤルのブ□バティ也）1 



I ホ織錫因课毒 

一暨-啸 I - 够媒夕誦ン 

fliilillf 適 I 
綺必 || 潘『函澀 & 醫一 >1 I 

f 1 原画-国 r ♦誦 A 
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参 Windows XP で COM ポートを確認す 
る場合 


〇1" スタート J 一 r コント□—ルパネ 
ル J を開< 



を コント□—ルパネル巧の「プリンタ 
とその他の八ードウエア J か6、博 
話とモデムのオプション J を開< 



@ r 所在地情報 J 画面が表おされた場合 
は、 r 市か局番/エリアコード J を入 
力して roKj をクリックずる 

r モデム J タブをク U ックして 
「FOMA N 702 iDJ の 1" 接続巧 J 欄 
の COM ポートを確認し、 rOKJ を 
ク y ックずる 

確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の 
設定 （ P .21) で使用します。 

プ□パティ画面に表示される内容および 
COM ポートの番号は、お使いのパソコンによって 
異なります。 



I 接続巧 ( APN ) を設定する 


お買い上げ時 

cidl : mopera.ne.jp 


cid3 : mopera.net 


cid2 、 4 〜 10 :設定なし 


設定を行うためには、 AT コマンドを入力するた 

めの通信ソフトが必要です。ここでは Windows 

標準添付の「八イパーターミナル」を使った設 

定方法を説明します。 

♦パケット通信を行ラ場合の接続先 ( APN ) を設 
定します。接続先 ( APN ) は最大] 0件設定で 
き、登録き号 cidl 〜 cidl 日 ( P .19) を付けて 
管理します。 

•お買い上げ時、 cidl には mopera の接続先 
( APN )「 m 日 pera . ne . jp 」 たく、 cicl 3 には mopera 
U の接続先 ( APN )「 mopera . net 」 び登録され 
ていますので 、 cid 2または4〜] 〇番に設定し 
ます。 

♦ 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続 
番号となります。 

参 mopera U または m 日 pera し义外の接続先 ( APN ) 
については、インターネットサービスプ□バイ 
ダまたはネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 

く例： Windows XP の場合> 

〇 本 FOMA 端末と FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）を接続する 

本 FOMA 端末の電源を入れて本 
FOMA 端末と接続した FOMA 
USB 接続ケーブルをパソコンに接 
続ずる 

@ パソコンで、 r スタート J 一 r ずべて 
のプログラム_1 ^ ^アクセサ yJ ^ 
r 通信 J 一 r 八イパーターミナル J を 
クリックして八イパーターミナルを 
起動する 

Windows Me、Windows 2000 の場合 

「スタート」一「プ□グラム」一「アクセサリ」 
一 r 通信」一 r 八イパーター S ナル」の順に開< 

Windows 日 8 の場合 

「スタート」^「プログラム」^「アクセサリ」 
-「通信」^「八イパーター S ナル」の順に開 
いた後、 rHypertrm . exeJ をダブルクリック 
する 

0 r 今後、このメッセージを表示しな 
い J をチェックし、 r はい J をク y ツ 
クずる 
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@1 ■名前 J 欄に任意の名前を入力し、 
roKj をク y ックする 

ここでは例として 「 sample 」 と入力します。 


巧ちの設定 r?i[xii 



@ 惟続方あ!か6 FFOMA N 702 iDJ 
を選択し、 roKj をクリックずる 

接続画面び表示されるので、「キャンセル」をク 
リックする 

「FOMA N 702 の」の COM ポートを選択できる 
場合 

COM ポートのプ□パティび表示されるので 
roKj をク U ックする 

ここでは例として「 COM 3」を選択します。実 
際に r 接続方法」で選択する 「FOMA 
N 702 iD 」 の COM ポート番号は、 「 COM ポー 
卜を確認する」 （ P .19) を参照して確認して< 
ださい。 



FFOMA N 702 の」の COM ポートを選択でをな 
し 、: Wn 

「キャンセル」をク U ックして「接続の設定」 
画面を閉じ、政下の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」一「プ□パティ」を選択 

(2) 「 sample のプ□パティ」画面の「接続の設 
定」タブの r 接続ち法」欄で 「FOMA 
N 702 iD 」 を選択 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」のチェッ 
クを外す 

(4) rOKJ をクリックする 



み 接続巧 ( APN ) を入力し、曲を巧す 

AT + CGDC 0 NT =< cid >, " PPP " , " APN " の 
形式で入力する 

< cid > : 2、4〜10までのラち任意の番号 

を入力する 

すでに cid び設定してある場合は設定び上書ささ 
れますのでを意してくださし、。 

" PPP " :そのまま " PPP " と入力します。 
" APN " :接続先 （ APN ) を""で囲んで入 
力します。 

rOKJ と表示されれば、接続先 （ APN ) の設定は 
完マです 

例： cid の2番に XXX . abc という APN を設定す 
る場合 

AT + CGDC 0 NT =2；' PPP "." XXX . abc " 

W と入力します。 



@ roKj と表おされることを確認し、 
r ファイル J メニユーを開を、 r 八イ 
パーターミナルの終了 J をクリック 
して八イパーターミナルを終了する 

「 " sample " と名前付けされた接続を保存します 
か？」と表示されますび、とくに保存する必要はあ 
りません。 


おし5せ 


参 P .22 の操作7け降、「八イパーター三ナル」で入力し 
た AT コマンドび表示されないことびあります。この 
ようなときは、 ATE ] 14と入力すれば、降に入力 
する AT コマンドび見えるよラになります。 

参 AT コマンドで接続先 ( APN ) 設定を U セットする場合 
• U セットを行った場合、 cid = l の接続先 （ APN ) 設 
定び rmopera . ne . jp 」 （初期値）に、 cicl =3 の接続先 
( APN ) 設定び rmopera . net 」 湖期値）に戻り、 
cicl =2、 4〜]0の設定は未登録となります。 

<入力ち法> 

AT + CGDC 0 NT=W (すべての cid を U セット 
する場合） 

AT + CGDC 0 NT =〈 cicl 〉 团（特定の cid のみ U 
セットする場合） 

参 AT コマンドで接続先 （ APN ) 設定を確認する場合 
-現在の設定内容を表示させます。 

<入力ち法> 

AT + CGDC 0 NT ? 团 
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I 発信ちま号の通知/巧通巧を設定する Fiaiu ^ 

♦パケット通信を行ラとさに、通知/非通知設定 
(接続先にお客様の発信者番号を通知する、しな 
いの設定）を行ラことびでさます。発信者番号 
はお客様の大切な情報なので、通知する際には 
十分にご注意ください。 

参発信者番号の通知/非通知設定は、ダイヤル 
アップ接続を行ラ前に AT コマンドで設定でさま 
す。 

♦発信者番号の通知/非通知、または「設定なし」 
(初期値）に戻すには* DGP 旧〕マンド ( P .32) 
で設定します。 

Q ^八イパーター5ナル J を起動ずる 

@ パケット通信時の発信ち番号の通知 
(186) /非通知 (184) を設定ずる 

「AT * DG 円 R= く / 7>」の形式で入力します。 

発信 / 着信応答のときに自動的に 184 ( 非通知）を 
付ける場合 

AT*DG 円 R =] 图 
と入力する 

発信 / 着信応答のときに自動的に 18 日（通知）を付 
ける場合 

A い DG 円 R=2 团 
と入力する 



@ roKj と表おされることを確認し、 
r ファイル J メニューの r 八イパー 
夕一5ナルの終了 J をクリックする 



ダイヤルアップネットワークでの186 (通知） 
/184 (非通知）設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でち、接続先の 
番号に] 8目/] 84を付けることびできます。 
* DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワーク 
の設定の両方で] 86/184の設定を行った場合、 
じ(下のよラになります。 


ダイヤル 
アップネッ 
トワークの 
設定 （cid = 

1の場合） 

❖ DGPIR 

コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信ち番号の 
通知/非通知 

ホ 99 ホホホ 
1# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184 ホ 99 ホホ 
* 1# 

設定なし 

非通知（ダイヤルアッ 
プネットワークの通知 
] 84び優先される） 

非通知 

通知 

186 ホ 99 ホホ 
* 1# 

設定なし 

通知（ダイヤルアップ 
ネットワークの通知] 8目 
び優先される） 

非通知 

通知 


おし6せ 


参ドコモのインターネット接続サービス mopera U また 
は mopera をご利用になる場合は、発信者き号を「通 
知」に設定する必要びあります。 


ダイヤルアップの設定を巧5 

♦ここではパケット通信で m 日 pera に接続する場 
合を例に説明しています。 

♦パケット通信で接続する場合 、 mopera U では 
「* 99 * * * 3#」、 mopera では「 * 99 * * * 
]#」を接続先の電話番号に入力してください。 
目 4 K データ通信で接続する場合 、 mopera U で 
は「*870]」、 mopera では「*9目0]」を接 
続先の電話番号に入力して<ださい。 

Windows 9扫 、 Windows Me でダ 
イヤルアップの設定を巧5 


0 r スタート J 一 r プ□グラム J 一 r ア 
クセサリ J 一 r 通信 J 一 [■ダイヤル 
アップネットワーク J の順に開く 

を r ダイヤルアップネットワークへよ 
5こそ J 画面が表示された6、 r 次 
へ J をクリックずる 

この画面はダイヤルアップネットワークをはじめ 
て起動したとさのみ表示されます。「次へ」をク 
U ックして操作4に進んでくださし、。 

2回目政降は、この画面は表示されず、操作3の 
「ダイヤルアップネットワーク」画面び表示されま 
す。 
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@ ダイヤルアップネットワーク巧の 
r 新しい接続 J をダブルクリックする 



接続名 J 欄に任意の名前を入力し、 
r 次へ J をクリックする 

「モデムの選択」欄び 「FOMA N 702の」になつ 
ていることを確認します 。 「FOMA N 702の」に 
なっていない場合は 、 「FOMA N 702 iD 」 を選択 
します。 



@ r 電話番号 J 欄に接続巧の番号を入力 
し、 r 次へ J をクリックする 

「市外局番」欄には何ち入力しません。 



@ 接続ち（任意の名前）を確認し、 r 完 
了 J をク IJ ツクする 



0 作ぶしたダイヤルアップのアイコン 
を選択して、 r ファイル J メニユーの 
r プ□パティ J を開く 


を販 J タブで r 電話番号 J および 
r 接続方法 J を確認する 

r 市外局番とダイヤルのプ□パティを使ラ」の 
チェックを外す 

「接続方法」欄び 「FOMA N 702 iD 」 になってい 
ることを確認します 。 「FOMA N 702 iD 」 になっ 
ていない場合は 、 「FOMA N 702 iD 」 を選択しま 
す。 



0) r ネットワーク J タブをクリックして 
各種設定を行う 

「ダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 「 PPP :イ 
ンターネット 、 Windows 2000 / NT、Windows 
Me 」 を選択する 

「使用できるネットワークプ □ トコル」欄は 「TCP 
/ IP 」 のみをチェックします。 

Windows 98 の場合 

「サーバーの種類」タブをク U ックして各種 
設定を行ラ 

「ダイヤルアップヴー八一の種類 J 欄には rppp ： 
インターネッ hs Windows NT Server、Windows 
日引を選択してください。 

「使用できるネットワークプ □ トコル」欄は 「TCP 
/ IP 」 のみをチェックします。 
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(|)r セキュ y ティ j タブをク u ックして 
設定を確認、 roKj をクリックする 

mopera U または mopera に接続する場合、ユー 
ヴー名とパスワードについては空欄でわ構いませ 

mopera U または mopera 攻外のプ□バイダに接 
続する場合は、次画面のように「ユーヴー名」、「パ 
スワード」欄については、インターネットヴービ 
スプ□バイダまたはネットワーク管理者から指定 
されたとおり設定します。 

Windows 日 8 の場合 

roKj をク U ックする 



I Windows 2000でダイヤルアップの設 
I定を巧5 

0 r スタート J 一 r プ□グラム J 一 r ア 
クセサリ J 一 r 通信 J 一 r ネットワー 
クとダイヤルアップ接続 J の順に開 
< 

0 ネットワークとダイヤルアップ接続 
内の r 新しい接続の作が J をダブル 
ク ij ツクずる 


1 フ ass 旧 SSCV3 ち 

1 >房^ • • 因| .る沒ホ 

巧 认り祖ッ勘 店ヘル，的 

百 丸 , W d ぉ迈 1 咱 R X巧 1 国， ， 

1アドレ悼本ットワ-ウとタイヤ ルの プ巧商 こ]クなわ 

与！ 一ー ニ 

な臨-。けィャルァ 

国を 

pUTOfi] □-カルエリァ 


@ r 所在地情報 J 画面が表示された場合 
は、 r 市か局番 J を入力し、 roKj を 
ク IJ ックする 

「所在地情報」画面は操作2で r 新しい接続の作成」 
をはじめて起動したとさのみ表示されます。 

2回目政降は、この画面は表示されず、「ネット 
ワークの接続ウィヴード」画面び表示されるので、 
操作己に進んで<ださい。 

0 r 電話とモデムのオプション J 画面び 
表示されてか6、 roKj をクリック 
ずる 


@ r ネットワークの接続ウィザード J 画 
面が表示されてか6、 r 次へ J をク 
y ックする 

@1 ■インターネットにダイヤルアップ 
接続する J を選択し、 r 次へ J をク 
■J ックする 

み r インターネット接続を手動で設定 
するか、または□—カルエリアネッ 
トワーク （LAN) を ffi つて接続しま 
す J を選択し、 r 次へ J をクリックずる 

電話回線とモデムを ffi つてイン 
夕ーネットに接続します J を選択し、 
r 次へ J をクリックする 

Q r インターネットへの接続に ffi5 モ 
デムを選択ずる J 欄び、 FFOMA 
N702iDJ になつていることを確 
認し、 r 次へ J をクリックずる 

「FOMA N 702 iD 」 になっていない場合は 、 「FOMA 
N 702 iD 」 を選択する 

「FOMA N 702 iD 」 政外のモデムびインストール 
されていない場合は、この画面は表示されません。 



({D r 電話番号 J 欄に接続巧の番号を入力 
W し、 r 詳細設定 J をクリックする 


「市外局番とダイヤル情報を使う」のチェックを外 
してください。 



画面はパケット通信で mopera へ接続する場合 
の例です。 
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m r 接続 j タブの中を画面例のように設 
定し、 r アドレス J タブをクリックす 
る 


mopera U または mopera 攻外のプ□バイダに接 
続する場合は、 r 接続の種類」、「□グオンの手続 
さ」については、インターネットサービスプ□八' 
イダまたはネットワーク管理者から指定されたと 
おり設定します。 



@1 ■アドレス J タブの IP アドレスおぶ 
び DNS (ドメイン ネームサー ビス） 
アドレスを画面例のよ5に設定し、 
roKj をク y ックずる 

mopera U または mopera 政外のプ□バイダに接 
続する場合、 riP アドレス」、 riSP による DNS (ド 
メインネームサービス）アドレスの自動割り当て」 
については、インターネットサービスプ□バイダ 
またはネットワーク管理者から指定されたとおり 
設定します。 



操作10の画面に房るので、 r 巧へ J を 
ク IJ ツクする 


@1 ■次へ J をクリックする 

mopera U または mopera に接続する場合、ユー 
ヴー名とパスワードについては空欄でち構いませ 

mopera U または mopera 攻外のプ□バイダに接 
続する場合、次画面のように「ユーヴー名」、「パ 
スワード」欄については、インターネットヴービ 
スプ□バイダまたはネットワーク管理者から指定 
されたとおり設定します。 



(^ r 接続名 J 欄に任意の名前を入力し、 
r 次へ J をクリックずる 





0 r いいえ J を選択し、 r 次へ J をクリッ 

@1 ■完了 J をクリックする 

m 作ぶしたダイヤルアップのアイコン 
を選択し、 r ファイル J メニユーの 
r プ□パテイ J をクリックする 
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( g ) r を販 j タブで設定を確認ずる 

パソコンに2台攻上モデムび接続されている場合 
は、 r 接続のち法」欄で r モデム - FOMA N 702 iD 」 
のみにチェックび付いていることを確認し、 
チェックび付いていない場合には、チェックを付 
けます。 

「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていない 
ことを確認します。チェックび付いている場合に 
は、チェックをがします。 



画面はパケット通信で mopera へ接続する場合 
の例です。 

0) r ネットワーク J タブをクリックして 
各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP : Windows 9已 /98/ NT 4/2000’ Internet 」 
を選択する 

コンポーネントは「インターネットプ □ トコ 
ル( TCP / IP )」のみをチェックします。 



@1 ■設定 J をク y ックする 

@ すべてのチェックをかし、 roKj を 
ク y ツクする 


Windows XP でダイヤルアップの設 
定を巧3 


〇1"スター hj ^ r ずべてのプ□グラ 
ム J 一 r アクセサ yj 一 r 通信 J 一 
r 新しい接続ウイザード J の順に開く 

@ r 新しい接続ウイザード J 画面が表示 
された6、 r 巧へ J をクリックずる 



@ r インターネットに接続する J を選択 
し、 r 次へ J をクリックする 

0 r 接続を手動でセットアップする J を 
選択し、 r 次へ J をクリックずる 

@ I ■ダイヤルアップモデムを ffi 用して 
接続する J を選択し、 r 次へ J をク 
y ックする 

@ r デバイスの選択 J 画面が表示された 
場合は、 r モデムー FOMA N 702 iD 
( coMx ) J だけを選択し、 r 次へ J 
をク y ックする 

「デバイスの選択」画面は、複数のモデムび存在す 
るとさのみ表示されます。 

( COMx ) は、 「 COM ポートを確認する」 （ P .19) で 
表示される COM ポートの番号です。 




@ 操作20の画面に戻るので rOKJ を 
ク IJ ツクする 
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@ nsp 名 j 欄に任意の名前を入力し、 
r 次へ J をクリックする 



© r 電話番号 J 欄に接続巧の番号を入力 
し、 r 次へ J をクリックする 



画面はパケット通信で mopera へ接続する場合 
の例です。 

@ r 次へ J をクリックする 

mopera U または mopera に接続する場合、ユー 
ヴー名とパスワードについては空欄でわ構いませ 

mopera U または mopera 攻外のプ□バイダに接 
続する場合は、次画面のように「ユーヴー名」、「パ 
スワード」、「パスワードの確認入力」欄にプ□パ' 
イダまたはネットワーク管理者から指定された 
ユーヴー名とパスワードを入力してください。 



(^ r 完了 J をクリックする 

新しく作成した接続ウイヴードび表示されます。 



([| rx ，一 hj ^ r ずべてのプ□グラ 
W ム J 一 r アクセサ UJ 一 r 通信 J 一 
r ネットワーク接続 J を開く 


@ 作ぶしたダイヤルアツプのアイコン 
を選択して、 r ファイル J メニユーの 
r プ□パテイ J を開く 



@ r を販 J タブで設定を確認ずる 

パソコンに2台1^(上のモデムび接続されている場合 
は、 r 接続の方法」欄で「モデムー FOMA N 702 iD 」 
のみにチェックび付いていることを確認し、チェッ 
クび付いていない場合には、チェックを付けます。 
「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていない 
ことを確認します。チェックび付いている場合に 
は、チェックをがします。 



画面はパケット通信で mopera へ接続する場合 
の例です。 

■ネットワーク J タブをクリックし 
^ て、各種設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP:Windows 9已 /98/ NT 4/20 00,1 nternet 」 
を選択する 



r この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
ターネットプ□トコル( TCP / IP )」を選択しま 
す。 「 QoS パケットスケジューラ」は設定変更び 
でさませんので、そのままにしておいて<ださい。 


@1 ■設定 J をク y ツクする 
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ずべてのチェックをかし、 roKj を 
ク IJ ツクずる 



化 操作14の画面に戻るので roKj を 
ク y ツクずる 


I ダイヤルアップ接続を実巧する 

ここでは、設定したダイヤルアップを使って、 
パケット通信のダイヤルアップ接続をする方法 
について説明しています。 

く例： Windows Me の場合> 

0 FOMA USB 接続ケーブル（別売) 
で本 FOMA 端末とパソコンを接続 
ずる 

取り付けち法^ド.4 

を r スタート J 一 r プ□グラム J 一 r ア 
クセサリ_1 ^「通信 J の順に選択し、 
r ダイヤルアップネットワーク J を開 
< 

@ 接続巧のアイコンを選択し、 r 接続 J 


_六ィ化のなの哀示が BRUA りお）_ッ-ルの1擁。ヘルブ出）_ _ 

■ 23 ' な方, W 3 ’ 固巧 巧蘭圍~ 


口重 国 A タイサ肿づサ卜の-I 

みヤルア9プネットワーウ 

j 居•ちまが 3 が卜:* 99 «* 1 # 

0 各頂目を確認し、 r 接続 J をクリック 

「電話番号」には、ダイヤルアップネットワークに 
設定した接続先の番号び表示されます。 

接続先び mopera U または mopera の場合、ユー 
ヴー名とパスワードについては空欄でわ構いませ 

mopera U または mopera 攻外のプ□バイダに接 
続する場合は、「ユーヴー名」、「パスワード」欄に 
プ□バイダまたはネットワーク管理ちから指定さ 
れたユーヴー名とパスワードを入力してくださ 
い。 

[sample 二] 


广バスワー蝴巧巧を） 



く接続中のげ態を示す画面び表示されます> 

この間にユーヴー名、パスワードの確認や□グ 
オン処理び行われます。 



<接続の完了> 

ブラウヴソフトを起動してサイトやインター 
ネットホームページを閲覧したり、電子メール 
などを利用でさます。 

次の画面び表示されない場合は、「ダイヤル 
アップネットワークの設定」 （ P .19)、 「ダイヤ 
ルアップの設定を行う」 ( P .23) を再度確認し 
て < ださい。 



く例： Windows XP の場合> 

OFOMA USB 接続ケーブル側売) 
で本 FOMA 端末とパソコンを接続 
ずる 

取り付け方法^ド.4 

@|"スター hj ^ r ずべてのプ□グラ 
ム J 一 r アクセサ yj 一 r 通信 J 一 
r ネットワーク接続 J を開< 

@ 接続巧を開く 

P .28 の操作7で設定したに P 名のダイヤルアップ 
の接続先アイコンを選択して、「ネットワークタス 
ク」^「この接続を開始する」を還択するか、接 
続先のアイコンをダブルク U ックする 
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0 内容を確認し、 r ダイヤル J をクリッ 
クする 

次の画面は iTiQpera に接続する場合の例です。 
mopera U または mopera に接続する場合、ユー 
ヴー名とパスワードについては空欄でわ構いませ 
ん /。 


S 冉 MPLE へ巧ち r?||X| 



く接続中のが態を示す画面び表示されます> 

この間にユーヴー名、パスワードの確認などの 
□グオン処理び行われます。 



<接続の完了> 

接続び完了すると、デスクトップち下のタスク 
バーのインジケータから、次のよラなメッセー 
ジび数秒間表示されます。 

ブラウヴソフトを起動してサイトやインター 
ネットホームページを閲覧したり、電子メール 
などを利用でさます。 

次のメッセージび表示されない場合は、「ダイ 
ヤルアップネットワークの設定」 （ P .19)、 「ダ 
イヤルアップの設定を行う」 （ P .23) を再度確 
認してください。 

通信状態については、 P .1 已を参照してくださ 
い。 



1切断のしかた_ 

インターネットブラウザを終了しただけでは、 
通信回線が切断されない場合があります。於下 
の操作で確実に切断してください。ここでは 
Windows XP を例に説明します。 

0 タスクトレイのダイヤルアップアイ 
コンをダブルクリックする 

インターネット接続の状態画面び表示されます。 

ダイヤルアップアイコン 

@1 ■切断 J をク I !ックする 


おし6せ 


参パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度と 
は異なる場合びあります。 
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AT コマンドー覧 


t 本 FOMA 端末か 6® 用できる AT コマンド 


• AT コマンドー覽では、じ(下の略を使用しています。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定び初期化されるコマンドです。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定び保をされるコマンドです。 ATZ コマンドで設定値を呼び戻すことび 

でさます。 

L モデムポートコマンドー覽 


F 日 MA N 7日2の（モデム）で使用でさるコマンドです。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A/ 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキヤ 

U ツジ U ターンは不要で 
す。 


A/ 

0K 

AT 


本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付 
加することで、本 FOMA 端末のモデム機能 
を制御することびでをます。 

《 AT のみ入力した場合でち 0K び応答され 
ます。 

AT 

OK 

AT%V 

本 FOMA 端末のバージョン 
を表示します。 


AT%V 

Verl.OO 

OK 

AT&C つ 

に。 [&W] 

DTE への回路 C □信号の動作 
条件を選択します。 

n =0 : CD は常に ON 
/7=1 : CD は相手モデムのキヤ U アに応じ 
て変化する（初期値） 

AT&Cl 

OK 

AT&D/7 

に 口 [&W] 

DTE から受け取る回路 ER 
信号び ON/OFF 遷移した 
とさの動作を選択します。 

/7=0 : ER の状態を無視する（常に ON とみ 
なす） 

/7=] : ER び ON から OFF に変わると、才 
ンラインコマンド状態になる 
/7=2 : ER び ON から OFF に変わると回線を 
切断し、オフラインコマンド状態にな 
る湖期値） 

AT&Dl 

OK 

AT&E/7 

接続時の速度表示の仕様を 
選択します。 

/7=0 :無線区間通信速度を表示する。 

つ =] : DTE シ U アル通信速度を表示する 
湖期値） 

AT&EO 

OK 

AT&F/7 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 
を行います。 

/7=0 のみ指定可能（省略巧） 

(オフラインモード時） 
AT&F 

OK 

AT&F? 

ERROR 

AT&F=? 

ERROR 

(オンラインコマンドモード 
時） 

AT&F 

NO CARRIER 
(オフラインモードへ移行） 

AT&S/7 

に。に W] 

DTE へ出力するデータセツ 
トレディ信号の制御を設定 
します。 

/7=0 : DR は常に ON (初期値） 

/7=1 : DR は回線接続時（通信呼確立時）に 
ON 

AT&SO 

OK 

AT&W/7 

現在の設定値を記憶しま 
す。 

/7=0 のみ指定可能（省略巧） 

AT&WO 

OK 

AT&W 

OK 

AT&W? 

ERROR 

AT&W = ? 

ERROR 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT * DANTE 

本 FOMA 端末の電波の受信 
レベルを表示します。 

0 :本 FOMA 端末の電波の受信レベルび圏外 

1:本 FOMA 端末の電波の受信レベルび]本 
2：本 FOMA 端末の電波の受信レベルび2本 
3：本 FOMA 端末の電波の受信レベルび3本 

AT * DANTE 
* DANTE :3 

OK 

AT ホ DANTE = ? 

ネ DANTE :(0-3) 

OK 

AT * DGANSM =/7 

パケット着信呼に対する着 
信拒否/許巧設定のモード 
を設定します。本コマンド 
による設定は、設定コマン 
ド入力後のパケット通信着 
信呼に対し有効とな0ま 
す。 

口=0 : 着信拒否設定 （AT * DGARL ) および着 
信許可設定 (AT * DGAPL ) を無効にす 
る烟期値） 

/7=1:着信拒否設定を有効にする 
ロニを -.着信許可設定を有効にする 
AT * DGANSM ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGANSM =0 

OK 

AT * DGANSM ? 

ホ DGANSM :0 

OK 

AT * DGAPL =/7[, cid ] 

パケット着信呼に巧して着 
信許可を斤ラ APN を設定 
します。 APN の設定は、 
+ CGDCONT で定義された 
< cicl > パラメータを用いま 
す。 

口=0 : く cicl > で定義された APN を着信許 
巧 U ス h に追加する 

/7=1: < cicl > で定義された APN を着信許 
巧 U ストから削除する 
< cid > び省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGAPL ? 

:着信許可 U ストを表示する 

AT * DGAPL =0，1 

OK 

AT * DGAPL ? 

ホ DGAPL :] 

OK 

AT * DGAPL =1 

OK 

AT * DGAPL ? 

OK 

AT * DGARL =/7 [，加] 

パケット着信呼に対して着 
信拒否を斤ラ APN を設定 
します。 APN 設定は、 
+ CGDCONT で定義され 
たく cicl > パラメータを用い 
ます。 

/7=0 : < cid > で定義された APN を着信拒 
否 U ストに追加する 

/7=1: < cid > で定義された APN を着信拒 
否 U ストから削除する 
< cid > び省略された場合には、すべての cid 
に適用する 

AT * DGARL ? 

:着信拒否 U ストを表示する 

AT * DGARL =0,1 

OK 

AT * DGARL ? 

ホ DGARL :1 

OK 

AT * DGARL =1 

OK 

AT * DGARL ? 

OK 

AT*DG 円 R =/7 

本コマンドの設定は、パ 
ケット通信の発信時、着信 
時の通知-非通知設定び有 
効とな0ます。 
ダイヤルアップネットワー 
クでの設定でち、接続先の 
番号に]日日（通知）/184 
(非通知）を付けることびで 
をます。 （ P .23) 

n 二0 .. APN をそのまま使用する（初期値） 
/7=1: APN に "184" を付加して使用す 
る（常に非通知） 

の=2 : APN に■■186"を付加して使用す 
る牌に通知） 

AT * DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGPIR =0 

OK 

AT * DGPIR ? 

ホ DGP 旧: 0 

OK 

AT*DRPW 

本 FOMA 端末の受信電力指 
標値を表示します。 


AT*DRPW 
ホ DRPW :0 

OK 

AT * DRPW =? 

* DRPW :(0-7 己） 

OK 

AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 
します。 

く repo け > 

切断理由一覧 （ P .42) 

AT+CEER 
+ CEER :3 目 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 
( APN ) を設定します。 

P .39 

P .39 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時 
にネットワーク側から通知 
される QoS けービス品致 
を許容するかどラかの判定 
基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN = [パラメータ] 

( P .39) 

AT + CGEQMIN =? 

:設定可能な値の U ストを表示する 
AT + CGEQMIN ? 

:現在の設定値を表示する 

P .39 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信 
時にネットワークへ要ます 
る QoS (サービス品質）を 
設定します。 

AT+CGEQREQ =[パラメータ] 

( P .39) 

AT + CGEQREQ =? 

:設定可能な値の U ストを表おする 
AT + CGEQREQ ? 

:現在の設定値を表示する 

P .39 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT+CGMR 

本 FOMA 端末のバージョン 

- 

AT+CGMR 


を表示します。 


1 2345XXXXXXXXXXX 
OK 

AT+CGREG=/7 

ネットワーク登録状態を通 

/7=0 :通知なし（初期値） 

AT+CGREG=1 


知するかどラかを設定しま 

n = 1:通知あり 

OK (通知ありに設定） 


す。 

圏内-圏外び切り替わったとさに通 

AT+CGREG? 


応答される通知により圏内 

知する 

+CGREG: 1，0 


/圏外を表示します。 

AT+CGREG? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT+CGREG=? 



+CGREG: くが，く stat> 

+CGREG: (0，1) 



n :設定値 

OK 



stat : 

帽外） 



0:パケット圏外 




1:パケット圏内 

(圏外から圏内に移動 



4 :不明 

した場合） 

に。 [&W] 


已：パケット圏内 

+CGREG:1 

AT+CGSN 

本 FOMA 端末の製造番号を 

- 

AT+CGSN 


表 TJX します。 


1 2345XXXXXXXXXXX 
OK 

AT+CLIP=A7 

日 4K データ通信の着信時 

口=〇: U ヴルトを出さなし n 初期値） 

AT+CLIP=0 


に、相手の発信番号をパソ 
コンに表示でをます。 

/7=1: U ヴルトを出す 

OK 



IJ ヴルト： +CLIP(/7,/77) 

AT+CLIP=? 



m =0 .. 発信時に相手に番号を通知しない 

+CLIP:(0,1) 



NW 設定 

OK 



m =] :発信時に相手に番号を通知する NW 
設定 

什 CLIP=] 設定時に着 



777=2 :不明 

信） 

RING 

+CLIP: 

"090XXXXXXXXM77," 
123", 136 

AT+CLIR=/7 

目 4K データ通信の発信時 

/7=0 : CUR サービスの契約に従ラ 

AT+CLIR=0 


に、電話番号を相手に通知 

/7=1:通話相手に番号発信しない 

OK 


するかどラかを設定しま 
す。 

/7=2 :通話相手に番号発信する（初期値） 

AT+CLIR? 



U ヴルト： +CLIR(/7,/77) 

+CLIR:0,1 



m =0： CUR は起動していない（常時通知） 
/77=1: CUR は起動している（常時非通知） 

OK 



m 二を.. 不明 

AT+CLIR=? 



m =3 : CUR テンポラ U- モード(非通知デ 

+CLIR:(0-2) 



フオルト） 

OK 



/77=4 : CUR テンポラ U- モード （ 通知デ 




フオ J レト） 




义#31#、 X 3^ #び付加されていない場 




合は CUR 設定び優先されます。 


AT+CMEE=/7 

本 FOMA 端末のエラーレ 

n =0 : ERROR U ヴルトを用いる湖期値） 

AT+CMEE=0 


ポートの有無の設定を行い 

/7=1: +CME ERROR:<err>iJ ヴ J レト 

OK 


ます。 

コードを使用し、 <err> は数値を用 

AT+CNUM 



しぶ 

ERROR 



/7=2 : +CME ERROR:<err>iJ ヴ J レト 

AT+CMEE=1 



コードを使用し、 <err> は文字を用 

OK 



いる 

AT+CNUM 



AT+CMEE? 

+CME ERROR:10 



:現在の設定値を表おする 

AT+CMEE=2 



ち記は本 FOMA 端末や接続に異常びある 

OK 



場合のコマンドの実行例です。 

AT+CNUM 
+CME ERR0R:SIM 



+CME ERROR U ヴルトコードは下記の 
とお0です。 

1: no connection to phone 

10: SIM not inserted 

1 已： SIM wrong 

1 目： incorrect password 

not inserted 

に。 [&W] 


100 : unknown 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT+CNUM 

本 FOMA 端末の自局電話番 

number :電話番号 

AT+CNUM 


号を表 W します。 

type : ] 29または] 4已 

+ CNUM :,"+8190 XX 



129 :国際アクセスコード+を含まない 

XXXXXX ’’，]4 已 



14已：国際アクセスコード+を含む 

OK 

AT+CPIN 

本 FOMA 端末に円 N コード 

書式： AT + CPIN ="< pin >","< newpin >" 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 


を入力します。 

本コマンドは AT + CPIN ? を入力して 

READY び応答される状獻 



応答される U ヴルトコードの状態に 

AT + CPIN ="1234" 



よって本 FOMA 端末の PIN 1コード、 

ERROR 



PIN 2 コードおよび PIN □ ック解除 
コードを入力するためのコマンドで 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



す。 

READY び応答される状獻 



画面にて PIN コード入力や PIN □ック 

AT + CPIN =" 12345678", 



解除コードを要ホされている場合で 

"1234" 



も、 AT + CPIN ? 入力時の U ヴルトコー 

ERROR 



ドの状態によって本コマンドを利用 
して PIN 入力びでさない場合びありま 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



す。 PIN コード変更を目的として本コマ 

SIM 円 N び応答される状態） 



ンドを使用しないでください。 < pin > と 

AT + CPIN ="1234" 



く newpin 〉 は" " で囲んでください。 

OK 



AT + C 円 N ? の U ヴルト 




+CPIN : READY : PIN 1 コード、 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



円 N 2コード 

SIM PUK び応答される状態 



円 N 1□ック解除コード、円 N 2□ック解除 

: PIN 1 □ツク状獻 



コードび入力でをない状態 

AT + CPIN =" 12345678", 



+CPIN : SIM PIN :円 N 1入力待ち状態 

"1234" 



+CPIN : SIM 円 N 2 :円 N 2入力待ち状態 
+CPIN : SIM PUK : PIN ] □ック状態 

OK 



(円 N 1□ック解除コード入力巧） 

(+ CPIN ? 入力時に、 + CPIN : 



+CPIN : SIM PUK 2 :円 N 2□ック状態 

SIM PUK 2 び応答される状 



(円 N 2 □ック解除コード入力巧） 

態: PIN 2 □ツク状態） 



ち記は円 N コード「1234」、円 N 

AT + CPIN =" 12345678", 



□ック解除コード 

"1234" 



n 2345678 J の人力例です。 

OK 




AT + CPIN ? 

+C 円 N:READY 




OK 




AT+C 円 N =? 

OK 

AT + CR =/7 

回線接続時に CONNECT の 

/7=0 :表示しない（初期値） 

AT+CR =1 


U ヴルトコードを表示する 

/7= 1 :表 W する 

OK 


前に、ベアラヴービス種別 

< serv > :パケット通信を意味する 

ATD * 99 * * * ] # 


を表示します。 

" GPRS " のみ表示する 

+CR : GPRS 



(回線種別により " SYNC " , 
" AV 32 K " , " AV 目 4 K " を表示） 

CONNECT 



AT + CR ? 


に。に W ] 


:現在の設定値を表示する 


AT + CRC =/7 

着信時に拡張1」ヴルトコー 

n =0 : + CRING を使用しない（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどラかを設 

n = 1: + CRING .< type > を使用する 

OK 


疋します。 

+ CRING の書式は切下のとおり 

AT + CRC ? 



+CRING : SYNC 

+CRC : 0 



+CRING : AV 64 K 

OK 



: GPRS " PPP " ,,, "< APN >" 

(PPPoverUD 着信時） 



AT + CRC ? 

+CRING : SYNC 



:現在の設定値を表示する 

( AV 目 4 K 着信時） 
+CRING : AV 64 K 
( PPP パケツト着信時） 
+ CRING : GPRS 




■■ PPP " ... 

に口 [& W ] 



"〈 APN 〉" 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

AT+CREG=/7 

圏内-圏外情報の表示に関 

n =0 .. 通知なし（初期値） 

AT+CREG=1 


する U ヴルト表示の有無を 

/7=1 :通知あり 

OK 


設定します。 

• 0S によっては設定でさ 

圏内-圏外び切り替わったとさに通 
知する 

(通知ありに設定） 

に。 [&W] 

ない場合びあります。 

AT+CREG? 

:現在の設定値を表示する 
+CREG : </7>,<stat> 
n :設定値 
stat : 

0 :音声圏外 

1:音声圏内 

4 :不明 
已：音声圏内 

AT+CREG? 

+CREG :1,0 

0K 
帽外） 

(圏外から圏内に移動 
した場合） 

+CREG :1 

AT+GMI 

メーカ名 （NEC) を表示し 
ます。 


AT+GMI 

NEC 

OK 

AT+GMM 

本 FOMA 端末の製品名 
(F0MAN702iD ) を表示 
します。 


AT+GMM 

F0MAN702iD 

OK 

AT+GMR 

本 FOMA 端末のバージョン 
を表示します。 


AT+GMR 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC= の，/ 77 

フ□一制御ち式を選択しま 

n : DCE by DTE 

AT+IFC=2,2 

に。 [&W] 

す。 

m : DTE by DCE 

0: フ□一制御なし 

1: X0N/X0FF フ□-制御 

2 : RS/CS(RTS/CTS) フ□-制御 
初期値は。/ 77 =2,2 

AT+IFC? :現在の設定値を表示する 

OK 

AT+IFC? 

+IFC : 2,2 

OK 

AT+IFC=? 

+IFC： (0,1,2) ,(0,1,2) 

OK 

AT+WS4 日 =/7 

本 FOMA 端末の無線通信網 

/7=22：W- CDMA (Wideband CDMA) のみ 

AT+WS46=22 

に。 [&W] 

を選択します。 

指定可能（初期値） 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 
ンド、 S レジスタの内容を 


AT¥S 

El QO VI X4 &C1 

&D2 &S0 &E1 ¥V0 

3000=000 

3002=043 

3003=013 

3004=010 

SOO 已 =008 

SOO 目 =00 已 
3007=060 
3008=003 
3010=001 
3030=000 
3103=001 
3104=001 

OK 

AT¥V/7 

接続時の応答コード仕様を 

つ=0:拡張 U ヴルトコードを使用しない 

AT¥V0 

に。 [&W] 

選択します。 

湖期値） 

/7=1:化張 U ヴルトコードを使用する 

OK 

ATA 

本 FOMA 端末び着信した 
モードに従って着信処理を 
行います。 


RING 

ATA 

CONNECT 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

ATD 

本 FOMA 端末に巧してパラ 

ATD * 99 * * * < cicl ># :パケット通信 

くパケット通信> 


メータ、ダイヤルパラメー 

< cid > 1 ~ 10 ： + CGDC 0 NT 設定した 

ATD 本99 * ネネ]# 


夕の指定に従って自動発信 
処理を斤います。 

APN を表す 

CONNECT 



AT + CBST =1 1日,1,0設定時 

ATD く電話番号> :日 4 K 通信 

く目 4 K 通信> 

AT+C 巨 ST =] 16,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT + CBST =131,1,0 設定時 

ATD く電話番号> : AV 32 K 通信 

< AV 32 K 通信 > 
AT + CBST =131,1,0 
OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 



AT + C 巨 ST =134, 1，0設定時 

ATD く電話番号> : AV 日 4 K 通信 

く AV 日 4 K 通信 > 

AT + CBST =134,1,0 

OK 

ATD 090 XXXXXXXX 

CONNECT 

ATE の 

コマンドモードにおいて 

n=Q :エコーバックなし 

ATE ] 


DTE に対するエコーバック 

n = 1:エコーバックあり湖期値） 

OK 

に口 [& W ] 

の有無を指定します。 



ATH /7 

本 FOMA 端末に巧してオン 

/7=0 :回線を切断する（省略巧） 

(パケット通信中） 


フック動作を斤います。 


+++ 

OK 

ATH 

N 0 CARRIER 

ATI /7 

認識コードを表示します。 

n 二0 .. 「NTT DoCoMo 」 を表示する 

ATIO 



/7=1:製品名を表示する （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



の=2 :本 FOMA 端末のバージョンを表示 

OK 



する （+ GMR と同じ） 

ATI ] 



n =3 : ACMP 信号の各要素を表示する 

F 0 MAN 702 iD 



n =4 :本 FOMA 端末の有する通信機能の詳 

OK 



細を表示する 


ATO /7 

通信中にオンラインコマン 

/7=0 :オンラインコマンドモードからオン 

ATO 


ドモードから、オンライン 
データモードに戻ります。 

ラインデータモードに戻す(省略巧） 

CONNECT 

ATQ /7 

DTE へのリヴ J レトコードを 

n =0 : U ヴルトコードを表示する（初期値） 

ATQO 


表示するかどラか設定しま 

の=1: U ヴルトコードを表示しない 

OK 


す。 


ATQl 

(このとを、 OK は応答 

に。 [& W ] 



されません） 

ATS 0=/7 

本 FOMA 端末び自動着信す 

/7=0 :自動着信しない（初期値） 

ATS 0=0 


るまでの呼び出し回数を設 

つ= 1-2 已已：指定した U ング回数で自動着信す 

OK 


定します。 

る 

ATSO ? 



ATS 0? :現在の設定値を表示する 

000 

に。 [& W ] 



OK 

ATS 2=/7 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

/7= 127 :エスケープ処理は無効 

OK 



ATS 2? :現在の設定値を表示する 

ATS 2? 

043 

に F ] 



OK 

ATS 3=/7 

キャ U ッジ U 夕ーンに R ) 

の=13 :初期値（/7=13のみ指定巧） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 

ATS 3? :現在の設定値を表示する 

OK 


す。 


ATS 3? 

013 

に F ] 



OK 

ATS 4=/7 

ラインフィード （ LF ) キャ 

つ=10 :初期値（/7=10のみ指定巧） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? :現在の設定値を表示する 

OK 

ATS 4? 

010 

に F ] 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

ATS 5=/7 

バックスぺース （ BS ) キャ 

77=8 

:初期値 （77=8 のみ指定可） 

ATS 已=8 


ラクタの設定を行います。 

ATS 己？：現在の設定値を表示する 

0 K 





ATS 己？ 

008 

に F ] 




0 K 

ATS 目 =/7 

ダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドは設定でをますび、動作は致しま 

ATS 日=已 


時間（秒）を設定します。 

せん。 


0 K 

ATS 白？ 

00已 

0 K 

ATS 6 = ? 

に F ] 




ERROR 

ATS 7=/7 

発信時、設定時間切内に接 

/7=1 ' 

-120 (初期値は目 0) 逆位：秒） 

ATS 7=60 


続でさなければ、回線を切 

に1〜2己己の指定は120とみなす 

OK 


断します。 



ATS 7? 



ATS 7? :現在の設定値を表示する 

060 

に。 [& W ] 




OK 

ATS 8=/7 

カンマダイヤルによるポー 

本コマンドは設定でをますび、動作は致しま 

ATS 8=3 


ズ時間（秒）を設定します。 

せん。 


OK 

ATS 8? 

003 

OK 

ATS 8 = ? 

に F ] 




ERROR 

ATS ] 0=/7 

自動切断遅延時間設定 

本コマンドは設定でをますび、動作は致しま 

ATS 10=1 


(1/10 秒） 

せん。 


OK 

ATS 10? 

001 

OK 

ATS 10 = ? 

に F ] に W ] 




ERROR 

ATS 30=/7 

ユーヴデータの送受信びな 

/7=0 : 

:不活動タイマオフ（初期値） 

ATS 30=0 


い場合、この時間で切断し 

/7=0 ' 

〜2已已 

OK 


ます。 

/7は分単位で設定します。 






ATS 30? 

000 

OK 





ATS 30=? 

に F ] 




ERROR 

ATS 103=77 

着サブアドレスキャラクタ 

/7=0 

水 

ATS 103=0 


を設定します。 

n = 1 

/ (初期値） 

OK 



っ=2 

¥ (¥ マークあるいはバックスラッ 
シュ） 

ATS 103? 

000 

OK 





ATS 103=? 

に F ] 




ERROR 

ATS 104=;? 

発サブアドレスキャラクタ 

つ=0 

# 

ATS 104=0 


を設定します。 

/7=1 

%湖期値） 

OK 



/7=2 

& 

ATS 104? 

000 

OK 





ATS 104=? 

に F ] 




ERROR 

ATV /7 

すべての U ヴルトコードを 

/7=0 : 

: U ヴルトコードを数値で返送する 

ATVl 


数字表記または英文字表記 

n — 1: 

: U ヴルトコードを文字で返送する 

OK 


に設定します。 


湖期値） 


に。 [& W ] 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

ATX の 

松。に W ] 

接続時の CONNECT 表示に 
速度表示の有無を設定しま 
す。 

また、ビジー!''ーン、ダイ 
ヤルトーンの検出を行いま 
す。 

n 二 0 .. ダイヤルトーン検出なし、ビジー 

1-ーン検出なし、速度表示なし 
/7=1:ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1''ーン検出なし、速度表示あり 
ロニを.. ダイヤルトーン検出あり、ビジー 

1-ーン検出なし、速度表示あり 
n =3 :ダイヤル!ン検出なし、ビジー 

1''ーン検出あり、速度表示あり 
n=A :ダイヤルトーン検出あり、ビジー 
トーン検出あり、速度表示あり 
湖期値） 

ATX 1 

0 K 

ATZ 

設定を不揮発メモ U の内容 
に U セットします。 

通信中に本コマンドび入力 
された場合、回線切断処理 
をわいます。 


(オンラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

N 0 CARRIER 
(オフラインコマンド 
モード時） 

ATZ 

0 K 

+++ 

オンラインデータモードの 
とを、エスケープシーケン 
スび実行されると回線を切 
断することなくオンライン 
コマンド状態に移行しま 
す。 


(オンラインデータモード） 
+++(表示は見えない） 
0 K 
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♦AT コマンドの補足説明_ 

■動作しないコマンド 

政下のコマンドは、エラーにはなりませんびコマンド 
の動作はしません。 

- ATT ( 卜ーン設定） 

- ATP (パルス設定） 

■ っマンド名： +CGDCONT 
-概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 
本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書さ込 
まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z に 
よる U セットち行われません。 

. 圭式 

+ CGDCONT =[ < cid >[ ；' PPP "[ ；'< APN >"]]] 

-パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設 
定例は政下のコマンド実行例を参照してください。 

く cid> 《 i:] 〜] 0 
く APN >《] :任意 

:く cicl > は、本 FOMA 端末内に登録するパケッ 
卜通信での接続先 （ APN ) を管理する番号で 
す。本 FOMA 端末では]〜10び登録でさます。 
く cid >=] には mopera . ne . jp び、く cid >二3 
には mcipera . net び初期値として登録されて 
いますので、 cid は2または4〜] 0に設定し 
ます。 

く APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意 
の文字列です。 

-パラメータを省略した場合の動作 

+ CGDC 0 NT =： すべてのく cid > に巧し初期値を設 
定します。 

+ CGDCONT =< cid >： 指定されたく cicl > を初期値 
に設定します。 

+ CGDC 0 NT =?； 設定可能な値の U スト値を表示し 
ます。 

+ CGDC 0 NT ?： 現在の設定を表示します。 

-コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド （cid 
び2の場合） 

AT + CGDC 0 NT =2." PPP "；' abc " 

OK 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [ パラメータ ] 

-概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される QoS (サービス品質）を許容するかどラかの 
判定基準値を登録します。 

設定ノくターンは、政下のコマンド実行例に記載されて 
いる4 ノ くターンび設定でさます。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書さ込 
まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z に 
よる U セットち行われません。 

. 圭ざ 

+ CGEQMIN = [< cid >[ ,, く Maximum 
bitrate UL >[ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

-パラメータ説明 

く加〉※]: ] 〜]0 

く Maximum bitrate UL >《] :なし（初期値）また 
は64 


く Maximum bitrate D じ※]:なし（初期値）また 
は384 

:く cicl > は、本 FOMA 端末内に登録するパケッ 
卜通信での接続先 （ APN ) を管理する番号で 
す。本 FOMA 端末では]〜] 0び登録でさます。 
< cid > = l には mopera . ne . jp わく、 < cid >=3 
には mopera . net び初期値として登録されてい 
ますので、 cid は2または4〜]0に設定しま 
す 。 <Maximum bitrate UL > およびく Maxi mum 
bi 帕 te DL > は、本 FOMA 端末と基地局間の上 
りおよび下り最低通信速度 [ kbps ] の設定です。 
なし（初期値）の場合はすべての速度を許容し 
ますび、64および384を設定した場合はこれ 
らの値攻外での速度の接続は許容しないため、 
パケット通信びつなびらない場合びあります 
のでごを意 < ださい。 

-パラメータを 省略した場合の動作 
+ CGEQMIN = :すべてのく cicl > に巧し初期値を設定 
します。 

+ CGEQMIN = く cicl >: 指定されたく cicl > を初期値に 
設定します。 

-コマンド 実巧例 

政下の4パターンのみ設定でさます。 （1) の設定び 
各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマ 
ンド （ cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容す 
る場合のコマンド （ cid び4の場合） 

AT+CGE 日 MIN =4 i , 日4,384 

0 K 

(3) 上り日 4 kbps / 下りはすべての速度を許容する 
場合のコマンド （ cid び已の場合） 
AT + CGEQMIN = 己,,64 

0 K 

(4) 上りすベての速度/下り 384 kbps の速度のみ許 
容する場合のコマンド （ cid び日の場合） 
AT + CGEQMIN =6 …384 

0 K 

■ コマンド名： +CGEQREQ= [パラメータ] 

•概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要ホす 
る日 oS (サービス品質）を設定します。 

設定は政下のコマンド実行例に記載されている]パ 
ターンのみで初期値としてち設定されています。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & W により書さ込 
まれる不揮発メモ U には記憶されません。 & F 、 Z に 
よる U セットも行われません。 

. 圭式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

-パラメータ 説明 

く山が]; ] 〜]0 

:く cid > は、本 FOMA 端末内に登録するパケッ 
卜通信での接続先 （ APN ) を管理する番号で 
す。本 FOMA ^ 品末では]〜] 0び登録できます。 
く cid >=] には mopera . ne . jp び、く cid >=3 
には mopera . net び初期値として登録されて 
いますので、 cid は2または4〜] 0に設定し 
ます。 
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-パラメータを省略した場合の動作 

+ CGEQREQ =； すべてのく cicl > に対し初期値を設定 
します。 

+ CGEQREQ =< cid >： 指定されたく cid > を初期値 
に設定します。 

-コマンド実行例 

政下の]パターンのみ設定でさます。各 cid に初期値 
として設定されています。 

上り日 4 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要ます 
る場合のコマンド （ cid び2の場合） 
AT + CGEQREQ =2 
OK 

モデムポートコマンドの設定値の保存について 

AT + CGDCONT 〕 マンドによる接続先 ( APN ) 設定 
( P .2])、 AT + CGEQMIN/AT + CGEQREQ 〕 マン 
ドによる QoS 設定、 AT * DGAPL / AT * DGARL / 
AT * DGANSM コマンドによる着信許可 • 拒否設定お 
よび AT * DG 円 R コマンドによるパケット通信の番号 
通知/非通知の設定を除き、 AT コマンドによる設定は、 
本 FOMA 端末の電源 OFF / ON 時に初期化されてしま 
いますので、ごを意<ださい。なお、 [& W ] びついて 
いるコマンドについては、設定後に 

AT&W 图 

と入力することにより保存でさます。このとさ、 [& W ] 
びついているほかの設定値ち同時に保存されます。こ 
れらの値は、電源 OFF / ON 後であってち)、 

ATZ 图 

と入力することにより、設定値を呼び戻すことびでさ 
ます。 
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IIJ ザルトコゴ 


■ データ通信に関するリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでさません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンの検出びでさません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• & E 0 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

121 

CONNECT 32000 

FOMA 端末一基地局間速度32,000 bps で接続しました。 

122 

CONNECT 64000 

FOMA 端末一基地局間速度日4,000 bps で接続しました。 

]2已 

CONNECT 384000 

FOMA 端末一基地局間速度384,000 bps で接続しました。 


. & E 1 の時 


数字表示 

文字表示 

意味 

已 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度 1 ，200 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度2,400 bps で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末一 PC 間速度4,800 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末一 PC 間速度7,200 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度9,目00 bps で接続しました。 

]已 

CONNECT 14400 

FOMA 端末一 PC 間速度14,400 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度19,200 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度3致400 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 已7600 

FOMA 端末一 PC 間速度已7,目00 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 1 ]已200 

FOMA 端末一 PC 間速度11己，200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度230,400 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度4日0,800 bps で接続しました。 


■ 通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続 （ BC = UDI 、+ CBST =1 16,1,0) 

2 

AV 32 K 

AV (テレビ電話）に 2 K ] で接続 

3 

AV 64 K 

AV (テレビ電話）[日 4 K ] で接続 

已 

PACKET 

パケツトで接続 


おし6せ 


参 ATV /7 コマンド （ P .37) び/ 7=] に設定されている場合には文字表示形式（初期値)、/7=0に設定されている場合には 
数字表示形式で U ヴルトコードび表示されます。 

参従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換 I 生を保つため通信速度の表示はしますび、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

♦「 REST 阿 CTION 」 （数字表示：]00)び表示された場合には、通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてから 
接続し直してください。 
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1 リザルトコ^ドの表示例_ 

■ ATXO び設定されている場合 

AT ¥ V /7 コマンド （ P .3 己）の設定に関係なく接続完了 
の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1 

■ ATX 1 び設定されている場合 

- ATX 1、 AT ¥ V 0 び設定されている場合湖期値） 
接続完了のときに 、 CONNECT く FOMA 端末一 PC 
間の速度 > の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合※1 
接続完了のときに、政下の書式で表示します。 
CONNECT く FOMA 端末 - PC 間の速度> PACKET 
く接続先 APN >/ く上り方向（ F 0 MA 端末^無線基 
地局間）の最高速度>/く下りち向（ F 0 MA 端ホ^無 
線基地局間）の最高速度> 

攻下の例は、 mopera . ne . jp に、送信最大日 4 kbps 、 
受信最大 384 kbps で接続したことを表します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

CONNECT 460800 
PACKET mQpera.ne.jp /日4/384 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * ] # 

1 21 已 

: ATX ]、 AT ¥ V ] を同時に設定した場合、ダイ 
ヤルアップ接続び正し < 行えない場合びあり 
ます。 AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめしま 
す。 


■巨 4 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありません 
でした。 

19 

相手側び呼出中のため通信びでさません。 

21 

相手側び通信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効 
ではありません。 

6已 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信 
を受けました。 


I 切断埋由一覽 


リクエストの内容に関する切断理由は、政下の 
とおりです。 

■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN び存在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークよ0切断されました。 

33 

要ましたサービスオプシヨンは申し込まれてい 
ません。 

36 

正常に切断されました。 


42 





















